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此の文明事業に協力せよ―国勢調査宣伝官報広告集

西 川 久 司

国立国会図書館の蔵書から

　

昨
年
（
２
０
２
０
年
）
10
月
、
第
21
回
国
勢
調
査

が
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
実
施
さ
れ
た
。今
月（
２
０
２
１

年
11
月
）
に
は
そ
の
確
報
値
で
あ
る
人
口
等
基
本
集

計
が
発
表
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
第
21
回
調
査

は
第
１
回
国
勢
調
査
の
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
後
に
あ

た
る
節
目
の
年
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
我
が
国

で
初
め
て
の
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
た
の
は
大
正
９

（
１
９
２
０
）
年
10
月
１
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
日
本
政
府
に
と
っ
て
国
勢
調
査
は
単
な
る
人

口
調
査
に
留
ま
ら
ず
、
近
代
化
の
象
徴
、「
文
明
国
の

あ
か
し
」 

と
な
る
も
の
だ
っ
た（
１
）。
し
か
し
、
実
施
に
至

る
ま
で
の
道
の
り
は
容
易
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
明

治
35
（
１
９
０
２
）
年
に
「
国
勢
調
査
ニ
関
ス
ル
法
律
」

が
成
立
し
た
も
の
の
、
そ
の
実
施
は
、
日
露
戦
争
、
第

一
次
世
界
大
戦
に
よ
り
相
次
い
で
延
期
の
憂
き
目
を
見

た
。
よ
う
や
く
実
施
に
こ
ぎ
着
け
た
際
、
関
係
者
の
調

査
に
か
け
る
思
い
は
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
だ
っ
た
か
。 

　

回
答
者
で
あ
る
国
民
の
理
解
と
協
力
な
く
し
て
国

勢
調
査
の
成
功
は
望
め
な
い
。
初
め
て
の
調
査
と
な

れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
第
１
回
国
勢

調
査
に
際
し
て
は
様
々
な
媒
体
で
広
報
活
動
が
展
開

さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
国
民
か
ら
国
勢
調
査
の
宣
伝

歌
謡
を
募
集
す
る
企
画
な
ど
が
行
わ
れ
た（

２
）。 

　

本
書
は
そ
う
し
た
広
報
の
一
環
と
し
て
官
報
号
末

に
掲
載
さ
れ
た
第
１
回
国
勢
調
査
の
広
告
集
で
あ

る
。
大
正
９
年
７
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
３

か
月
間
、
21
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
全
面
広
告

今 月 の 一 冊

国勢調査宣伝官報広告集
第1回（大正9年7月1日至9月30日）
印刷局 編集・発行　大正9　図版21枚 ; 31cm
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/967529（モノクロ）

（右）時の鐘をイメージした図案（7 月 1 日号）
（左）アールヌーヴォー調の図案（9 月 1 日号）

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/967529
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を
す
べ
て
収
録
し
て
い
る
。
21
の
広
告
に
は
一
つ

と
し
て
同
じ
も
の
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を

凝
ら
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

　

官
報
７
月
１
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
最
初
の
広
告

（
1
ペ
ー
ジ
右
画
像
）
は
、
調
査
の
基
準
時
刻
と

な
る
10
月
１
日
午
前
０
時
を
告
げ
る
「
時
の
鐘
」

が
鳴
り
響
く
中
、
国
勢
調
査
の
意
義
と
概
要
を
語

る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
義
を
「
国
勢
調
査
は

国
家
社
会
及
国
民
生
活
の
実
状
を
審

つ
ま
び
ら
かに
し
善
政

の
基
礎
を
作
る
に
在
り
」
と
説
い
て
い
る
。「
善

政
の
基
礎
」
と
い
う
言
葉
は
９
月
１
日
号
の
広
告

に
も
見
ら
れ
る
（
１
ペ
ー
ジ
左
画
像
）。
国
勢
調

査
を
管
轄
し
て
い
た
臨
時
国
勢
調
査
局
に
よ
る
文

章
で
も
「
国
勢
調
査
と
い
ふ
も
の
は
（
中
略
）
以

て
善
政
の
基
礎
を
作
る
の
が
目
的（

３
）」 

と
述
べ
ら
れ

て
い
た
り
、
案
内
冊
子（

４
）の
副
題
に
使
わ
れ
た
り
も

し
た
。
第
１
回
国
勢
調
査
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

８
月
20
日
号
の
広
告
（
右
上
画
像
）
は
「
調
査

事
項
八
種
」を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
八
種
」

の
内
訳
は
「
氏
名
」「
世
帯
ニ
於お

ケ
ル
地
位
」「
男

女
ノ
別
」「
出
生
ノ
年
月
日
」「
配
偶
ノ
関
係
」「
職

業
及
職
業
上
ノ
地
位
」「
出
生
地
」「
民
籍
別
又
ハ

国
籍
別
」
で
あ
る
。
調
査
事
項
は
現
在
と
比
べ
て

非
常
に
シ
ン
プ
ル
だ
っ
た（

５
）。

　

興
味
深
い
の
は
、
広
告
を
打
つ
頻
度
・
間
隔
で

あ
る
。
前
述
の
と
お
り
７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
３

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

※□で囲った日付が国勢調査広告掲載日。日曜日と祭日（秋季
皇霊祭、現在の秋分の日）は休刊日。

大正9（1920）年9月 

（上）8 月 20 日号、（左）9 月 28 日号の各広告。
官報といえば法令が掲載される刊行物だが、現在と違い当時の官報には一般
広告、つまり民間企業の宣伝広告が掲載されていた。一般広告は号末にまと
めて掲載され、国勢調査の広告はその最終ページを飾った。
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か
月
間
で
21
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ
の
内

訳
は
７
月
が
４
回
、
８
月
が
５
回
な
の
に
対
し
９

月
だ
け
で
12
回
と
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
。
さ

ら
に
、
カ
レ
ン
ダ
ー
で
９
月
の
掲
載
日
を
見
る
と

12
回
の
う
ち
８
回
が
下
旬
に
集
中
し
て
お
り
、
調

査
本
番
が
近
づ
く
と
急
速
に
掲
載
ペ
ー
ス
が
上

が
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
調
査
の
直
前
で
唯
一

国
勢
調
査
そ
れ
自
体
を
扱
っ
た
広
告
が
掲
載
さ
れ

な
か
っ
た
９
月
24
日
号
の
号
末
に
は
「
国
勢
調
査

記
念
絵
葉
書
」
の
広
告
が
あ
っ
た
（
４
ペ
ー
ジ
参

照
）。
つ
ま
り
、
９
月
20
日
以
降
は
調
査
当
日
ま
で

ず
っ
と
国
勢
調
査
関
係
の
広
告
が
載
っ
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
調
査
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
ラ
ス
ト

ス
パ
ー
ト
を
か
け
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
国
勢
調
査
前
日
、
9
月
30
日
号
の
広
告

（
右
上
画
像
）で
は「
此
の
文
明
事
業
に
協
力
せ
よ
」

「
五
大
強
国
の
誇
を
現
せ
」
と
強
め
の
表
現
で
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
五
大
強
国
と
は
、
第
一

次
世
界
大
戦
に
勝
利
し
、
調
査
前
年
（
１
９
１
９

年
）
に
開
か
れ
た
パ
リ
講
和
会
議
に
お
い
て
「
五

大
国
」
の
座
に
あ
っ
た
米
国
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、

イ
タ
リ
ア
、
そ
し
て
日
本
を
指
す
。
戦
勝
国
と
し

て
近
代
国
家
の
一
大
事
業
で
あ
る
国
勢
調
査
を
成

功
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
気
概
が
見
て
取
れ

る
。

　

そ
う
し
た
自
覚
は
、
実
は
回
答
者
で
あ
る
国
民

の
側
に
も
生
じ
て
い
た
。
意
外
に
思
わ
れ
る
方
が

（右）9 月 30 日号広告。（左）10 月 1 日をタイムリミットとし、その日に向かってカウントダウンが進
んでいくイメージの広告もあった。9月27日号の広告は映画のフィルムを模したデザインとなっている。

官報の発行者である印刷局（当時は内閣所管）の池田敬八局長
による巻頭言では、国勢調査事業への協力のために官報に広告
を掲載したことへの意気込みが語られている。この中で官報広
告について「文明ニ貢献スル」ものだったと述べている。語り
口からも、記念に官報広告をまとめて本書を出版し、記録を残
していることからも、国勢調査が政府の一大事業であったこと
が見て取れる。池田はのちに衆議院議員を務めた人物である。
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多
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
第
１
回
国
勢
調
査
は
き
わ

め
て
順
調
に
実
施
さ
れ
た
と
評
さ
れ
て
い
る（

６
）。

そ
の

要
因
と
し
て
、
政
府
だ
け
で
な
く
国
民
に
と
っ
て
も

国
勢
調
査
は
日
本
が
第
一
次
世
界
大
戦
を
経
て
「
一

等
国
」
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
こ
と
を
象
徴
す
る

行
事
で
あ
り
、「
参
加
す
る
こ
と
を
誇
り
と
感
じ
る

心
情
が
濃
厚
だ
っ
た（

７
）」「
こ
れ
に
洩も

れ
る
の
を
恥
と

す
る
空
気
が
あ
っ
た（

８
）
」 

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
国
民
の
広
い
協
力
を
得
ら
れ
た

こ
と
で
、
第
１
回
国
勢
調
査
は
成
功
裏
に
実
施
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
官
報
広
告
を
は
じ
め
と
す
る
積
極
的

な
広
報
活
動
は
功
を
奏
し
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。

　

令
和
時
代
の
今
、
私
た
ち
は
国
勢
調
査
を
「
５
年

に
１
度
の
恒
例
行
事
」
と
し
て
当
た
り
前
に
受
け
入

れ
て
い
る
。
も
し
か
し
た
ら
、
そ
れ
は
１
世
紀
前
に

第
１
回
国
勢
調
査
の
実
施
や
広
報
を
担
当
し
た
人
々

の
尽
力
、
そ
し
て
そ
れ
に
対
す
る
国
民
の
協
力
の
お

か
げ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

『官報』1920 年 9 月 24 日　国立印刷局 編集・発行 < 請求記号 CZ-2-2>
（上）9 月 24 日号に掲載された「国勢調査記念絵葉書」の広告。神武天皇東征の

図、調査申告書の様式、7 月 1 日号の「時の鐘」の広告の 3 枚セットで 10 銭だった。
（下）絵葉書の広告と同じ 9 月 24 日号に掲載された「国勢調査用」万年筆の広告。

大人気？　国勢調査関連グッズ

1 佐藤正広 著『国勢調査日本社会の百年』岩波書店　
2015　p.42< 請求記号 DT11-L23>
2 臨時国勢調査局 [ 編 ]『国勢調査宣伝歌謡集』臨時国
勢調査局　1920< 請求記号 388-370>
3 臨時国勢調査局「國勢調査の趣旨」『統計集誌』467
号　1920.1　pp.1-4< 請求記号 雑 24-2>
4 二階堂保則 講述、大日本国民教育会編輯部 編『国
勢調査案内　善政の基礎』大日本国民教育会　1920 
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/911436
5 総務省統計局発行の資料で、21 回の国勢調査におけ
る調査事項の変遷を確認できる。
令和 2 年国勢調査 調査結果の利用案内 ―ユーザーズ
ガイド―＞参考 3 調査事項の変遷．総務省統計局ホー
ムページ．https://www.stat.go.jp/data/kokusei/2020/
kekka/pdf/u_guide_2020.pdf#page=140
6、7 前掲、注 1『国勢調査日本社会の百年』p.84
8 佐藤正広「国勢調査ことはじめ（特集 国勢調査 100
年を迎えて　令和 2 年国勢調査への期待）」『統計』71
巻 9 号　2020.9　pp.11-16< 請求記号 Z3-458>
○参考文献
統計図書館コラム【雑学編】号外（統計史料でみる明
治・大正期【その3】附録）第1回国勢調査に係る官
報広告　総務省統計局ホームページ　https://www.stat.
go.jp/library/pdf/cgogai1103.pdf
国勢調査100年のあゆみ　総務省統計局ホームページ　
https://www.stat.go.jp/data/kokusei/2020/ayumi/pdf/
ayumi_all.pdf
佐藤正広 著『国勢調査と日本近代』岩波書店　2002<
請求記号 DT11-G42>
川合隆男 編、清川郁子［ほか］共著『近代日本社会調
査史 2』慶応通信　1991<請求記号 EC39-E10>
国勢調査編纂会 編『国勢調査記念録』国勢調査編纂会　
大正10　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/966805
※URLの最終アクセス日：令和3年9月3日

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/911436
https://www.stat.go.jp/data/kokusei/2020/kekka/pdf/u_guide_2020.pdf#page=140
https://www.stat.go.jp/data/kokusei/2020/kekka/pdf/u_guide_2020.pdf#page=140
https://www.stat.go.jp/library/pdf/cgogai1103.pdf
https://www.stat.go.jp/library/pdf/cgogai1103.pdf
https://www.stat.go.jp/data/kokusei/2020/ayumi/pdf/ayumi_all.pdf
https://www.stat.go.jp/data/kokusei/2020/ayumi/pdf/ayumi_all.pdf
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/966805
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洋書を追いかけて（後編）

サムライ・帝国図書館・神秘主義
森有礼、畠山義成、鮫島尚信と新生兄弟会

御幡 真人

帝
国
図
書
館
蔵
洋
書
の
最
古
層

　

組
織
と
し
て
の
国
立
国
会
図
書
館
の
一
つ

の
淵
源
は
、
１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
に
文

部
省
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
書
籍
館
に
求
め

ら
れ
る
。
書
籍
館
は
開
館
後
ま
も
な
く
太
政

官
に
移
管
さ
れ
、
浅
草
に
移
転
さ
せ
ら
れ
浅

草
文
庫
と
な
っ
た
が
、そ
の
後
、１
８
７
５
（
明

治
８
）
年
に
組
織
と
し
て
の
書
籍
館
は
文
部

省
の
管
轄
下
に
戻
り
、
湯
島
に
東
京
書
籍
館

と
し
て
再
度
設
置
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の

東
京
書
籍
館
は
浅
草
文
庫
の
蔵
書
を
継
承
し

て
い
な
い
た
め
、
国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
書

の
最
古
層
は
こ
の
１
８
７
５
年
の
東
京
書
籍

館
に
由
来
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
ゼ
ロ
か
ら
再
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
っ
た
東

京
書
籍
館
は
、
開
館
に
合
わ
せ
て
急
ぎ
蔵
書
を
構

築
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
と
洋
書
に

つ
い
て
い
え
ば
、
開
国
直
後
の
日
本
に
お
い
て
、

短
期
間
で
系
統
だ
っ
た
蔵
書
構
築
を
す
る
こ
と

は
、
知
識
・
技
術
の
面
か
ら
も
、
流
通
の
面
か
ら

も
不
可
能
で
、
い
き
お
い
「
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
手

に
入
れ
る
」方
式
に
な
っ
た
感
が
あ
る 

。
そ
し
て
、

そ
の
た
め
に
、
東
京
書
籍
館
の
最
初
期
の
蔵
書
状

況
は
あ
る
興
味
深
い
特
徴
を
有
す
る
。
そ
れ
は
、

個
人
蔵
書
の
寄
贈
や
購
入
に
よ
っ
て
収
集
し
た
洋

書
の
比
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

左から、森有礼、畠山義成、鮫島尚信
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東
京
書
籍
館
は
病
気
で
休
職
中
の
畠
山
義
成

館
長
に
代
わ
っ
て
永
井
久
一
郎
館
長
補
の
も
と

１
８
７
５
（
明
治
８
）
年
５
月
に
湯
島
聖
堂
で

開
館
し
た
が
、
そ
の
時
の
洋
書
の
蔵
書
は
文
部

省
か
ら
交
付
さ
れ
た
５
、５
５
５
冊（
以
下「
明

治
８
年
交
付
本
」）
を
含
む
６
、２
４
７
冊
で

あ
っ
た
。
こ
の
文
部
省
交
付
の
５
、５
５
５
冊

の
う
ち
に
は
森
有
礼
旧
蔵
の
も
の
が
多
く
含
ま

れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
森
は
私
設
図
書
館
設
立

の
た
め
集
め
て
い
た
洋
書
を
、商
法
講
習
所（
現

一
橋
大
学
）
設
立
の
資
金
に
あ
て
る
た
め
に
文

部
省
に
売
却
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
開
館
時
の
蔵
書
に
は
、
幕
末
の
薩
摩

藩
英
国
留
学
生
と
し
て
森
、
畠
山
と
行
動
を
共

に
し
、
帰
国
後
は
駐
仏
公
使
と
し
て
活
動
し
て

い
た
鮫
島
尚
信
か
ら
の
購
入
・
寄
贈
本
も
含
ま

れ
て
い
た
。
こ
れ
は
友
人
で
あ
る
畠
山
の
呼
び

か
け
に
応
え
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
畠
山
は
１
８
７
６
（
明
治
９
）
年
10
月
に

ア
メ
リ
カ
出
張
か
ら
の
帰
途
、
太
平
洋
上
で

死
去
し
た
が
、
翌
１
８
７
７
（
明
治
10
）
年
に

は
、
実
兄
二
階
堂
蔀し

と
みが

、
畠
山
の
遺
し
た
蔵

書
中
、
英
書
８
８
８
冊
を
中
心
と
す
る
欧
文
図

書
９
１
９
冊
を
東
京
書
籍
館
に
寄
贈
す
る
。

　
さ
ら
に
、
１
８
８
０
（
明
治
13
）
年
に
鮫

島
が
激
務
の
末
パ
リ
で
客
死
す
る
と
、
翌

１
８
８
１
（
明
治
14
）
年
、
鮫
島
の
末
弟
盛
か

ら
旧
蔵
書
の
寄
贈
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
森
が
１
８
８
９
（
明
治
22
）
年
に

凶
刃
に
倒
れ
る
と
、
自
宅
狭
隘
を
理
由
に
、
遺

児
の
森
清
の
後
見
人
と
思
わ
れ
る
宮
川
久
次
郎

か
ら
東
京
図
書
館
へ
森
の
旧
蔵
本
の
「
保
管
」

が
依
頼
さ
れ
た
。
１
８
９
３
（
明
治
26
）
年
に

は
一
部
が
森
家
に
返
還
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
一
部
は
な
お
も
当
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
こ
の
間
に
も
、
購
入
や
国
際
交
換

等
の
手
段
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
洋
書
が
あ

る
。
し
か
し
、
最
初
期
の
東
京
書
籍
館
の
蔵
す

る
洋
書
の
う
ち
一
定
の
部
分
を
、
薩
摩
藩
第
一

次
英
国
留
学
生
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
森
、
畠

山
、
鮫
島
の
旧
蔵
書
に
よ
っ
て
賄
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
そ
こ
で
、
本

稿
で
は
彼
ら
の
旧
蔵
書
に
つ
い
て
紹
介
し
た

い
。

森
、畠
山
、鮫
島
旧
蔵
本
の
構
成
に
つ
い
て

　
３
人
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う
な
構
成

を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
の
旧
蔵
書

に
的
を
絞
り
、
そ
れ
を
網
羅
し
た
リ
ス
ト
は
存

在
し
な
い
が
、
残
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
記
録
か

ら
そ
の
全
体
像
を
窺
う
こ
と
は
で
き
る
。

　
た
と
え
ば
、
畠
山
、
鮫
島
両
文
庫
に
つ
い
て

は
不
完
全
な
が
ら
目
録
が
存
在
す
る
。

中
林
隆
明
「
畠
山
文
庫
目
録
」（『
参
考
書
誌
研

究
』
29
号
、
１
９
８
５
年
）

―
―
―
―
「
畠
山
文
庫
目
録　
補
遺
と
訂
正
」

（『
参
考
書
誌
研
究
』
30
号
、
１
９
８
５
年
）

―
―
―
―
「
鮫
島
文
庫
目
録
稿
」（『
参
考
書
誌

研
究
』
30
号
、
１
９
８
５
年
）

　
な
ぜ
不
完
全
か
と
い
う
と
寄
贈
時
の
リ
ス
ト

が
現
存
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。そ
の
た
め
、

全
貌
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
思
い
が

け
ず
手
に
取
っ
た
本
が
こ
れ
ら
の
文
庫
に
該
当

す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
こ
と

が
あ
る
。

　
森
の
旧
蔵
本
に
つ
い
て
は
記
録
が
わ
ず
か

で
あ
り
、
全
体
の
把
握
は
さ
ら
に
困
難
で
あ

る
。
明
治
８
年
文
部
省
交
付
本
中
い
ず
れ
が
森

旧
蔵
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
記
録
が
存
在
せ

ず
、
署
名
な
ど
か
ら
推
測
す
る
し
か
な
い
。
と

は
い
え
、
同
時
代
人
の
証
言
に
よ
れ
ば
、「
核

と
な
る
部
分
」
は
森
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
ら
し

い（
１
）。

１
８
７
６
（
明
治
９
）
年
の
東
京
書
籍
館

の
洋
書
目
録
で
あ
るA

 Classified catalogue of 

the books in the E
nglish, French and G

erman 
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「東京書籍館ヘ英仏書寄贈の件」鮫島尚信・武之助関係文書（寄託）82

1876（明治 9）年 5 月 26 日付け、アメリカ
に到着した畠山から鮫島への手紙。出発前の
宴会のお礼や、病気が快方に向かっている旨
が記されている。

1875（明治 8）年 10 月 8 日付け、東京書籍
館長である畠山から鮫島へ、蔵書寄贈の礼状。

1881（明治 14）年 10 月 1 日付け、東京図
書館から鮫島の弟あての、蔵書受け取り証。
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languages of the Tokio Shoseki-kwan or Tokio 

Library

に
記
載
の
洋
書
は
大
半
が
明
治
８
年

文
部
省
交
付
本
で
あ
る
が
、
筆
者
が
書
庫
で
実

物
を
見
た
限
り
、
森
や
寄
贈
者
に
よ
る
森
宛
の

署
名
の
あ
る
も
の
も
多
く
、
こ
の
証
言
を
裏
付

け
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
、
彼
ら
の
蔵
書
の
お
お

ま
か
な
構
成
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

　
畠
山
、
鮫
島
の
両
文
庫
と
も
、
留
学
生
と
し

て
の
彼
ら
の
幅
広
い
関
心
に
応
じ
て
主
題
は
広

範
に
わ
た
る
が
、
１
９
８
２
年
に
当
館
で
開
催

し
た
展
示
会
『
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
個
人
文

庫
展
―
―
西
欧
学
術
の
追
求
―
―
』
の
展
示

会
目
録
に
よ
れ
ば
、
畠
山
文
庫
で
は
「
当
時
の

歴
史
学
の
主
流
で
あ
っ
た
政
治
史
関
係
の
古
典

や
文
学
書
、
語
学
書
な
ど
」、「
キ
リ
ス
ト
教
関

係
書
」
が
、
鮫
島
文
庫
で
は
「
社
会
科
学
、
特

に
法
律
・
政
治
関
係
書
」
が
特
徴
的
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る

（
２
） 

。

　
１
８
７
６
年
の
東
京
書
籍
館
の
洋
書
目
録

は
、
哲
学
、
社
会
科
学
、
自
然
科
学
、
文
学
・

芸
術
、
歴
史
地
理
、
事
典
等
の
分
野
に
わ
た
っ

て
蔵
書
を
揃
え
て
い
た

（
３
）。

こ
の
目
録
の
「
核
と

な
る
部
分
」
が
森
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
と
い
う
証

言（
４
）を

信
じ
る
な
ら
ば
、
こ
の
構
成
が
森
の
旧
蔵

本
の
構
成
と
類
似
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。

　
概
観
す
れ
ば
以
上
の
よ
う
に
、
３
人
の
蔵
書

は
公
の
図
書
館
の
参
考
書
に
ふ
さ
わ
し
く
、
学

究
的
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
幅
広
く
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
収
集
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
個
人
の
旧

蔵
書
に
し
て
は
、
図
書
館
の
蔵
書
に
ふ
さ
わ
し

す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
問
が
浮
か
ば

れ
よ
う
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、
鮫
島
、
森
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
蔵
書
を
い
ず
れ
は
私
設

図
書
館
を
作
ろ
う
と
の
企
図
の
も
と
に
収
集
し

て
い
た
と
い
う
証
言
が
残
さ
れ
て
い
る

（
５
）。

紆
余

曲
折
あ
っ
て
結
局
は
東
京
書
籍
館
に
収
蔵
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
が
、
利
用
者
に
大
き
な

便
益
を
齎

も
た
らし

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
彼
ら
の
文
庫
を
よ
り
詳

細
に
調
べ
て
み
れ
ば
、
極
め
て
個
人
的
な
来

歴
の
臭
跡
を
辿
る
こ
と
も
で
き
る
。
次
節
以
降

で
は
、
彼
ら
の
若
き
日
の
海
外
留
学
と
、
そ
れ

が
彼
ら
に
与
え
た
影
響
を
見
て
み
る
こ
と
と
す

る
。

留
学
の
顛
末

　
森
、
畠
山
、
鮫
島
は
、
薩
摩
藩
第
一
次
英
国

留
学
生
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。
彼
ら
の
留
学

生
活
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。

　
薩
英
戦
争
に
敗
北
し
た
薩
摩
藩
は
西
洋
事
情

に
通
じ
た
人
材
育
成
の
必
要
を
痛
感
し
、
洋
学

校
で
あ
る
開
成
所
の
優
秀
な
生
徒
を
中
心
に
構

成
し
た
留
学
生
の
一
団
を
１
８
６
５（
慶
応
元
）

年
に
密
出
国
さ
せ
、
イ
ギ
リ
ス
へ
派
遣
し
た
。

彼
ら
は
ロ
ン
ド
ン
大
学
で
歴
史
・
化
学
・
数
学

な
ど
を
学
ぶ
こ
と
と
な
る
。
ロ
ン
ド
ン
で
、
当

時
の
留
学
生
た
ち
は
下
院
議
員
ロ
ー
レ
ン
ス
・

オ
リ
フ
ァ
ン
ト
（Laurence O

liphant

）
の

も
と
に
出
入
り
し
て
い
た
。
オ
リ
フ
ァ
ン
ト

は
志
願
し
て
在
日
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
で
活
動

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
親
日
家
と
み
な
さ

れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
オ
リ
フ
ァ
ン
ト
は

当
時
ア
メ
リ
カ
の
神
秘
主
義
宗
教
者
で
あ
る

ト
マ
ス
・
レ
イ
ク
・
ハ
リ
ス
（T

hom
as Lake 

H
arris

）の
教
説
を
信
奉
し
て
お
り
、ハ
リ
ス
が

ア
メ
リ
カ
で
経
営
し
て
い
た「
新
生
兄
弟
会 

」

（Brotherhood of the N
ew

 Life

）
な
る
宗

教
的
共
同
体
の
生
活
に
留
学
生
を
誘
っ
た
。

　
１
８
６
７
（
慶
応
３
）
年
夏
、
森
、
畠
山
、

鮫
島
を
含
む
６
人
の
留
学
生
は
こ
の
誘
い
に
応

じ
、
新
大
陸
へ
渡
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ハ
リ
ス

の
教
説
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
主
義
と
東
洋

的
神
秘
主
義
の
折
衷
に
基
づ
く
も
の
で
、
ハ
リ

ス
の
主
催
す
る
共
同
生
活
は
ハ
リ
ス
の
預
言
者
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的
カ
リ
ス
マ
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
、
厳
格
な

祈
り
と
労
働
の
生
活
で
あ
っ
た
。
現
代
的
な
視

点
か
ら
し
て
も
、
当
時
の
英
米
で
正
統
派
と
み

な
さ
れ
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
会
の
視
点
か
ら
し

て
も
、
れ
っ
き
と
し
た
異
端
的
カ
ル
ト
で
あ
っ

た
。
留
学
生
た
ち
は
ア
メ
リ
カ
で
祈
り
と
労
働

の
生
活
に
入
る
。

　
学
生
た
ち
が
ハ
リ
ス
の
教
説
に
惹
か
れ
た
の

は
理
由
が
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
オ
リ
フ
ァ
ン

ト
は
折
に
触
れ
て
留
学
生
た
ち
に
ハ
リ
ス
の
教

説
に
基
づ
く
西
洋
文
明
と
主
流
キ
リ
ス
ト
教
会

へ
の
批
判
を
述
べ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
留

学
生
た
ち
が
当
地
で
頼
る
べ
き
有
力
者
と
い
え

ば
ま
ず
オ
リ
フ
ァ
ン
ト
で
あ
り
、
そ
の
意
見
は

説
得
力
を
持
っ
て
響
く
と
と
も
に
、
無
下
に
す

る
こ
と
は
得
策
で
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
た
だ

ろ
う
。
ま
た
、
時
期
は
倒
幕
の
最
終
段
階
で
あ

り
、
薩
摩
藩
も
無
制
限
に
留
学
生
に
学
資
を
送

金
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
。
ア
メ
リ

カ
で
ハ
リ
ス
教
団
に
参
加
し
、
働
き
な
が
ら
英

語
を
含
む
諸
学
の
学
習
を
継
続
す
る
こ
と
は
彼

ら
に
と
っ
て
次
善
の
策
で
あ
っ
た
だ
ろ
う

（
６
） 

。

　
ハ
リ
ス
側
に
も
主
流
キ
リ
ス
ト
教
会
が
浸
透

し
て
い
な
い
日
本
に
新
生
兄
弟
会
の
新
天
地
を

見
出
し
て
い
た
節
が
あ
る
。
１
８
６
７
年
の
ハ

リ
ス
の
メ
モ
、「
日
本
の
預
言 
」（A

 Prophecy 

of Japan

）
に
は
「
日
本
の
再
生
」
計
画
が
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
大
略
す
れ
ば
そ
れ
は
新
生
を

受
け
入
れ
た
「
あ
る
大
名
」（
幕
府
で
も
天
皇

で
も
な
く
）
の
も
と
で
、
進
ん
だ
日
本
人
が
軍

学
校
を
創
設
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
乱

世
に
あ
っ
て
藩
、
祖
国
を
内
憂
外
患
か
ら
守
る

と
い
う
目
的
を
持
っ
た
留
学
生
た
ち
が
こ
の
思

想
を
よ
す
が
と
し
た
と
い
う
の
も
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
で
は
な
い
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
渡
米
す
る
彼
ら
の
態

度
は
一
枚
岩
で
は
な
か
っ
た
。
鮫
島
、
森
は
ハ

リ
ス
の
教
説
そ
の
も
の
に
心
酔
し
て
い
た
と
み

え
る
し
、
畠
山
は
そ
れ
に
比
す
る
と
、
教
義
そ

の
も
の
に
は
批
判
的
検
討
を
要
す
る
と
認
識
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
留
学
生
の
新
生
兄
弟
会
で
の

生
活
は
１
年
余
り
で
終
焉
を
迎
え
る
。「
愛
国

問
題
」
と
い
わ
れ
る
論
争
が
起
こ
っ
た
た
め
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
も
し
神
聖
な
命
令
（
ハ
リ
ス

へ
の
服
従
）
と
日
本
へ
の
愛
国
の
間
に
葛
藤
の

あ
っ
た
場
合
、
ど
ち
ら
へ
服
従
す
べ
き
か
と
い

う
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
争
に
よ
っ
て
留
学

生
は
分
裂
し
、
畠
山
を
含
む
３
人
は
教
団
か
ら

分
か
れ
て
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
ニ
ュ
ー
ブ

ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
へ
発
ち
、
そ
こ
で
ラ
ト
ガ
ー

ス
大
学
へ
入
学
し
勉
学
を
継
続
す
る
こ
と
に

森、畠山、鮫島と書籍館から帝国図書館への年表

1842（天保 13）	 畠山義成、生まれる

1845（弘化 2）	 鮫島尚信、生まれる

1847（弘化 4）	 森有礼、生まれる

1865（元治 2）	 薩摩藩留学生密出国、イギリスへ

1867（慶応 3）	 6 人の留学生、アメリカへ

1868（慶応 4）	 畠山ラトガース大学へ。森、鮫島帰国

1872（明治 5）	 書籍館開館

1873（明治 6）	 畠山帰国

1875（明治 8）	 東京書籍館開館。畠山が館長に就任、鮫島は蔵書を売却・寄贈

1876（明治 9）	 畠山、アメリカ出張の帰路没

1877（明治 10）　		畠山の兄、蔵書を東京書籍館に寄贈。東京書籍館、東京府書籍館と改称

1880（明治 13）　		東京府図書館、東京図書館に改称。鮫島没

1881（明治 14）　		鮫島の弟、蔵書を東京図書館に寄贈

1889（明治 22）　		森没。息子、蔵書を東京図書館に寄贈

1897（明治 30）	 帝国図書館官制公布
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The millennial age : twelve discourses 
on the spiritual and social aspects of the 
times / extemporaneously spoken by 
Thomas L. Harris. New York: New Church 
Pub. Association, 1860.< 請求記号 81-94>

1860 年 2 月から 3 月にかけてロンドンのメリルボーン教会で行われたハリ
スの即興演説の筆記録。ハリスの終末論的ビジョンが語られている。アメリ
カで活動していたハリスはロンドンの上流階級に対する売り込みも並行して
行い、オリファントの母はこういった講演会を通じてハリスの教説に傾倒し
ていったらしい

８
。明治 8 年文部省交付。森有礼（A. Mori）の署名あり。鮫島

の署名もある。

The millennial age

な
っ
た
。
一
方
森
、
鮫
島
は
ハ
リ
ス
の
教
団
に

残
る
こ
と
を
選
択
し
た
が
、
間
も
な
く
ハ
リ
ス

が
王
政
復
古
後
の
日
本
が
彼
ら
を
必
要
と
し
て

い
る
と
い
う
天
啓
を
受
け
た
た
め
、
そ
の
勧
め

に
従
っ
て
日
本
に
帰
国
し
た

（
７
）。

　
そ
の
後
、
周
知
の
よ
う
に
森
は
外
務
、
文
部

行
政
に
携
わ
り
な
が
ら
一
橋
大
学
の
前
身
と
な

る
商
法
講
習
所
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
の
活
躍
を

み
せ
、
畠
山
も
開
成
学
校
、
外
国
語
学
校
の
校

長
、
東
京
書
籍
館
、
東
京
博
物
館
館
長
を
歴
任

し
、
鮫
島
は
駐
仏
公
使
、
外
務
大
輔
と
し
て
活

躍
す
る
。
し
か
し
、
先
述
の
よ
う
に
、
彼
ら
が

留
学
か
ら
得
た
経
験
を
長
き
に
わ
た
っ
て
活
か

す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
留
学
か
ら
の
帰
国

後
も
激
務
に
追
わ
れ
た
畠
山
、
鮫
島
は
ど
ち
ら

も
30
代
半
ば
で
病
没
し
、
革
新
的
、
開
化
的
政

策
を
次
々
と
打
ち
出
し
た
森
は
、
41
歳
の
と
き

国
粋
主
義
者
の
手
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
る
。

ハ
リ
ス
の
影
響

　
留
学
中
の
特
異
な
経
験
は
３
人
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
森
が
わ
が

国
で
最
初
期
に
「
政
教
分
離
」
を
唱
え
た
人
で

あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
公
人
と
し
て

の
彼
ら
の
キ
ャ
リ
ア
に
そ
の
影
響
を
み
る
こ
と

は
難
し
い
。
し
か
し
、
私
人
と
し
て
彼
ら
が
遺

し
た
蔵
書
中
に
は
一
定
程
度
ア
メ
リ
カ
で
の

宗
教
体
験
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

１
８
７
６
年
の
東
京
書
籍
館
洋
書
目
録
に
は
ハ

リ
ス
の
著
書
が
含
ま
れ
て
お
り
、

H
A

RRIS, T
hom

as Lake, 

1. A
rcana of Christianity (vol I part III the 

A
pocalypse)  8vo. N

ew
 York &

 London 

1867.

2. H
erald of light, a m

onthly journal of the 

Lord’s new church. M
ay 1857-A

pr. 1858, &
 

N
ov. 1859-A

pr. 1860.   8vo, 2 vol. N
ew

 

York 1858-60.

3.  M
illennial age.  16m

o. N
ew

 York 1860.

（
上
画
像
）

　
２
、３
に
は
森
の
署
名（A

. M
ori

）が
あ
る
。

１
は
明
治
８
年
度
文
部
省
交
付
印
の
み
だ
が
、

再
製
本
の
際
に
署
名
の
あ
っ
た
ペ
ー
ジ
が
脱
落

し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ま
た
、
畠
山
も
ハ
リ
ス
の
著
書
を
蔵
し
て
い

た
よ
う
だ
。
没
後
１
８
７
７
（
明
治
10
）
年
寄

贈
の
た
め
１
８
７
６
年
の
目
録
に
は
記
載
が
な

い
が
、

H
arris, T

hom
as Lake, The great republic: 
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The great republic: a poem of the sun. By 
Thomas Lake Harris. New York & London: 
Brotherhood of the New Life, 1867.< 請 求 記 号 
24-50>

トマス・レイク・ハリスの宗教的世界観が詩の形
で表現されている。人間の堕落によって接近する
破滅と、破滅後の世界における救済が説かれてい
る。ユートピア社会主義に影響され共同体生活を
重視していることなどが特徴的である。畠山文庫。

The great republic

a poem
 of the sun.  N

ew
 York &

 London 

1867.

は
畠
山
文
庫
中
に
あ
る
（
上
画
像
）。

　
ま
た
、
ハ
リ
ス
の
教
団
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ

ル
グ
派
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
述
べ

た
が
、
彼
の
教
え
を
受
け
た
留
学
生
た
ち
も
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
に
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を

持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
１
８
７
６
年
の
目
録
に
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ボ
ル
グ
の
著
書
は
９
件
。
い
ま
で
こ
そ
著
名

な
神
秘
主
義
者
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
で
あ

る
が
、
日
本
国
内
で
広
く
紹
介
さ
れ
た
の
は

１
９
１
０
（
明
治
43
）
年
の
鈴
木
大
拙
に
よ
る

翻
訳
（『
天
界
と
地
獄
』）
が
は
じ
め
て
で
あ
り
、

明
治
初
期
に
は
ま
だ
国
内
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
所
蔵

数
は
、
そ
れ
が
森
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

　
ま
た
、
畠
山
文
庫
に
も
以
下
の
よ
う
な
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
著
書
が
み
ら
れ
る
。

Sw
edenborg, E

m
anuel, A

n account of the 

last judgem
ent and of the Babylon destroyed.  

London 1864.

―
―

―
―

, The earths in the universe, and their 

inhabitants.   London 1860.

―
―

―
―

, The four leading doctrines of the new 

church, signified by the N
ew Jerusalem in the 

Revelation.  London 1870.

　
こ
れ
ら
に
は
寄
贈
時
に
押
印
さ
れ
た
「
故
東

京
書
籍
館
長
畠
山
義
成
遺
書
」
の
印
の
ほ
か
、

遊
び
紙
に
は
「
主　
沢
井
」
の
署
名
が
み
ら
れ

る
（
13
ペ
ー
ジ
参
照
）。
森
の
留
学
中
の
変
名

が
「
沢
井
鉄
馬
」
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
は
森

が
所
有
し
て
い
た
本
を
畠
山
に
譲
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
か
。
ド
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
森
と
プ

ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
畠
山
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ

ル
グ
の
著
書
を
片
手
に
教
義
論
争
を
し
て
い
た

様
子
が
想
像
さ
れ
る
。

　
畠
山
と
森
の
蔵
書
に
は
上
記
の
よ
う
な
共
通

点
の
ほ
か
、
相
違
点
も
み
ら
れ
る
。

　
畠
山
は
ハ
リ
ス
の
教
団
を
去
っ
た
あ
と
、
ラ

ト
ガ
ー
ス
大
学
に
入
学
、
そ
の
宗
派
で
あ
る

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
一
派
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教

会
で
洗
礼
を
受
け
て
い
る

（
９
）。

終
生
キ
リ
ス
ト
教

に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
よ
う

に
、
畠
山
文
庫
は
大
量
の
キ
リ
ス
ト
教
関
係
書

を
含
ん
で
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会
の

視
点
か
ら
書
か
れ
た
も
の
（
畠
山
文
庫
目
録
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P iccad i l l y ;  a  f r agment  o f 
contemporary biography, by 
Laurence Oliphant; with eight 
illustrations by Richard Doyle. 
2. Ed. Edinburgh [etc.] : W. 
Blackwood and Sons, 1870.< 請
求記号 24-123>

ローレンス・オリファントが議員辞職後の
1870 年に発表した小説。自身ロンドン社
交界の寵児であったオリファントが社会
の腐敗と偽善を軽妙な語り口で風刺する。
ハリスの The great republic: a poem of 
the sun. が引用されている箇所がある（78
ページ）。鮫島文庫。1871 年の鮫島の署
名がある。その年、鮫島は駐仏少弁務使
として、オリファントはザ・タイムズの
特派員として、ともにパリに滞在してい
た。 Piccadilly

１
０
６
、１
１
４
）
が
特
徴
的
だ
。

　
森
の
旧
蔵
を
多
く
含
む
と
み
ら
れ
る
明
治
８

年
文
部
省
交
付
本
に
も
多
く
キ
リ
ス
ト
教
関
係

書
を
含
む
が
、
こ
ち
ら
で
む
し
ろ
特
徴
的
な
の

は
米
国
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

書
物
で
あ
る
。
１
８
７
６
年
の
目
録
中
に
米
国

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
会
か
ら
の
寄
贈
印
の
あ
る
書

籍
は
（
確
認
で
き
た
限
り
で
は
）
28
冊
含
ま
れ

て
い
る
。
森
は
ア
メ
リ
カ
留
学
か
ら
帰
国
し
た

の
ち
１
８
７
１
（
明
治
４
）
年
に
今
度
は
少
弁

務
使
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
さ
れ
た
が
、
そ

こ
で
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
と
知
己
を
得
た
可
能
性
が

あ
る

（
１
０
）。

三
位
一
体
を
否
定
す
る
よ
う
に
、
ユ
ニ

テ
リ
ア
ン
も
（
ハ
リ
ス
の
宗
教
ほ
ど
で
は
な
い

に
せ
よ
）キ
リ
ス
ト
教
の
主
流
派
で
は
な
い
が
、

そ
の
宗
教
的
寛
容
性
が
日
本
に
お
け
る
信
教
の

自
由
の
進
展
に
用
立
つ
と
み
ら
れ
た
の
か
、
森

は
日
本
に
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
宣
教
師
を
招
聘
し

よ
う
と
し
て
い
る 

。

　
一
方
、
鮫
島
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
鮫
島
文

庫
に
お
け
る
宗
教
書
の
割
合
は
極
端
に
少
な

い
。
鮫
島
文
庫
目
録
稿
な
い
し
１
８
７
６
年
の

東
京
書
籍
館
洋
書
目
録
の
宗
教
分
類
中
、
鮫
島

の
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
を
蔵
書
印
な
ど
か
ら
確
認

で
き
る
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
係
す
る
書
籍
は
わ

ず
か
に
以
下
の
３
冊
で
あ
る
。

1. M
A

U
RIC

E
, F. D

., M
. A

. Religions of the 
world, and their relations to Christianity. 4th 
ed. 16m

o. C
am

bridge &
 London 1861.

2. R
U

SSE
LL, John E

arl. E
ssays on the 

history of the Christian religion.  2nd ed. 8vo. 

London 1873.

3. R
A

C
IN

E
-B

R
A

U
D

, A
. T

ablettes 

historiques du Protestantism
 Français. 8vo. 

Paris 1872.

　
１
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
世
界
の
諸
宗
が
主

題
で
あ
っ
て
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
英
訳
な
ど
を
購

入
し
て
い
た
鮫
島
に
と
っ
て
、
外
交
官
と
し
て

の
地
域
研
究
の
た
め
に
買
わ
れ
た
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
２
に
つ
い
て
は
英
国
首
相
も
務

め
た
有
力
者
の
ラ
ッ
セ
ル
伯
爵
ジ
ョ
ン
・
ラ
ッ

セ
ル
（John Russell, 1st E

arl Russell

）
の

著
作
と
い
う
こ
と
で
収
集
さ
れ
た
も
の
か
。
３

も
宗
教
書
と
い
う
よ
り
は
宗
教
史
で
あ
る
。

　
鮫
島
は
ハ
リ
ス
の
伝
記
著
者
で
あ
る
カ
ス

バ
ー
ト
（A

rthur A
. C

uthbert

） に
よ
っ
て
、

生
涯
の
最
後
ま
で
ハ
リ
ス
に
忠
誠
を
誓
っ
た
と

評
さ
れ
て
い
る

（
１
１
）。

さ
ら
に
、
パ
リ
で
客
死
し
た

鮫
島
に
森
が
送
っ
た
告
別
の
辞
は
明
ら
か
に
ハ
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The four leading doctrines of the new church, signified by the New 
Jerusalem in the Revelation : being those respecting the Lord, the 
sacred scripture, faith, and life / by Emanuel Swedenborg, London : 
Swedenborg Society, 1846.< 請求記号 65-126>

ス ウ ェ ー デ ン ボ ル グ の Doctrina Novæ 
Hierosolymæ de Domino., Doctrina Novæ 
Hierosolymæ de Scriptura Sacra., Doctrina 
Vitæ pro Nova Hierosolyma ex præceptis 
Decalogi., Doctrina Novæ Hierosolymæ de 
Fide. の英訳。
畠山文庫であるが、標題紙に「主　沢井」の署
名がある。森の留学中の変名が「沢井鉄馬」で
あることから、森の旧蔵書を畠山が譲り受けた
ものか。

The four leading doctrines of the new church

リ
ス
の
教
団
の
内
部
で
の
独
特
の
用
語
法
を

持
っ
て
お
り

（
１
２
）、

鮫
島
の
篤
信
は
そ
の
死
の
瞬
間

ま
で
疑
い
え
な
い
。
そ
の
鮫
島
の
旧
蔵
書
に
宗

教
書
が
み
ら
れ
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　
鮫
島
の
蔵
書
の
寄
贈
は
前
述
の
よ
う
に
２
回

に
分
け
て
行
わ
れ
た
。
生
前
の
１
８
７
５
（
明

治
８
）
年
に
本
人
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
も
の

と
、
死
後
の
１
８
８
１
（
明
治
14
）
年
に
遺
族

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
の
２
回
で
あ
る
が
、

鮫
島
、
あ
る
い
は
遺
族
は
宗
教
関
係
書
の
寄
贈

を
控
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
鮫
島
文
庫

の
大
部
分
を
占
め
る
の
は
国
立
の
図
書
館
に
ふ

さ
わ
し
い
法
学
、
社
会
科
学
、
歴
史
、
地
理
書

の
類
で
あ
る
が
、
旅
行
者
向
け
の
案
内
本
（
鮫

島
文
庫
目
録
稿
37
等
）
や
家
庭
の
医
学
に
関
す

る
書
籍
（
同
目
録
稿
88
等
）
も
寄
贈
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
立
の
図
書
館
の
蔵
書
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
だ
け
を
選
ん
で
寄
贈
し
た
と
は
考

え
づ
ら
い
。
あ
る
い
は
、
ハ
リ
ス
に
心
酔
す
る

鮫
島
は
新
生
兄
弟
会
以
外
の
宗
教
に
は
見
向
き

も
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
そ
も
そ
も
宗
教
書
を
収

書
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
に
な
い
こ
と

か
ら
な
ん
ら
か
の
結
論
を
引
き
出
す
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
特
色
と
い
う
意
味
で
い
え
ば
こ
れ

も
特
色
で
あ
ろ
う
。
鮫
島
は
宗
教
書
を
収
集
し

な
か
っ
た
か
、
寄
贈
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る 

。

お
わ
り
に

　
本
棚
を
見
れ
ば
そ
の
人
と
な
り
が
分
か
る
と

は
紋
切
型
だ
が
、
真
実
を
捉
え
て
い
る
か
ら
こ

そ
紋
切
型
は
紋
切
型
た
り
え
て
い
る
の
で
あ
っ

て
―
―
蔵
書
に
残
さ
れ
た
外
交
官
ら
し
い
流
麗

な
サ
イ
ン
を
見
れ
ば
日
本
初
の
外
交
官
で
あ
る

鮫
島
が
欧
米
の
社
交
界
で
堂
々
と
立
ち
振
る

舞
っ
て
い
る
様
子
が
想
像
さ
れ
る
し
、
骨
相
学

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本

（
１
３
）に

畠
山
の
書
き
込
み
が
あ
る

（
１
４
） 

の
を
見
れ
ば
、彼
の
興
味
の
幅
に
驚
か
さ
れ
る
。

男
女
平
等
、
契
約
結
婚
を
説
い
た
森
の
特
異
な

女
性
観
、
結
婚
観
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
に

由
来
す
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
挙
げ
れ
ば
き
り
は

な
い
が
、
彼
ら
の
蔵
書
を
眺
め
て
い
る
と
、
本

稿
で
は
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
様
々
な
横
顔
が

見
え
て
き
て
興
味
深
い
。

　
留
学
を
終
え
て
の
ち
は
お
そ
ら
く
、
そ
れ
ぞ

れ
顔
を
合
わ
せ
る
暇
も
ほ
と
ん
ど
な
く
働
き
、

そ
し
て
悲
運
に
襲
わ
れ
て
早
逝
し
た
３
人
で
は

あ
っ
た
が
、
今
や
彼
ら
は
こ
う
し
て
当
館
の
書

庫
で
蔵
書
と
な
っ
て
一
堂
に
会
し
、
い
ま
も
生

き
、
働
き
、
輝
い
て
い
る
。　
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「
国
立
国
会
図
書
館
で
ワ
ー
プ
を
し
て
い
ま

す
」
と
聞
く
と
、
瞬
間
移
動
し
て
る
の
か
？　

と
多
く
の
方
は
思
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
関
西

館
に
勤
務
し
て
い
る
私
は
、
東
京
本
館
に
ワ
ー

プ
で
き
た
ら
便
利
な
の
に
な
あ
、
と
叶
わ
ぬ
夢

を
抱
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
国
立
国
会
図
書
館

の
事
業
で
は
、「
ワ
ー
プ
」
は
別
の
も
の
を
指

し
ま
す
。
そ
れ
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
収

集
保
存
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ: W

eb Archiving 

Project

）
で
す
。

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
」
と
は
耳
慣
れ
な

い
言
葉
で
す
が
、
大
ま
か
に
い
う
と
「
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
」の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
は
、

国
内
の
色
々
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
定
期
的
に
収

集
（
コ
ピ
ー
）
し
て
保
存
す
る
事
業
で
す
。
私

は
お
も
に
、
収
集
さ
れ
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
確

認
と
公
開
作
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
は
で
き
る
だ
け
そ
の
ま
ま
の
形
で

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
保
存
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
が
、
収
集
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
自
動
で

行
っ
て
い
る
た
め
、
収
集
さ
れ
た
も
の
を
確
認

し
て
み
る
と
、
レ
イ
ア
ウ
ト
が
崩
れ
た
り
、
ア

ド
レ
ス
が
変
わ
っ
て
い
て
収
集
に
失
敗
し
た
り

す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
す
。
設
定
を

見
直
し
再
収
集
す
る
等
し
て
こ
の
よ
う
な
エ

ラ
ー
を
直
す
の
が
私
の
担
当
で
す
が
、
こ
の
作

業
は
時
間
が
か
か
っ
て
な
か
な
か
辛
く
、
ど
う

や
っ
て
も
直
せ
な
い
時
は
心
が
折
れ
ま
す
。
一

方
で
エ
ラ
ー
が
解
消
で
き
た
時
の
爽
快
感
は
や

み
つ
き
に
な
り
ま
す
し
、
将
来
の
人
々
の
た
め

に
現
在
を
記
録
す
る
、
と
い
う
重
要
な
役
割
を

担
え
て
い
る
と
い
う
充
実
感
も
得
ら
れ
ま
す
。

　

収
集
し
て
い
る
多
種
多
様
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
中
で
、
私
の
お
気
に
入
り
は
都
道
府
県
や
市

区
町
村
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
す
。
国
立
国
会
図

書
館
法
は
、
当
館
が
公
的
な
機
関
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
収
集
す
る
こ
と
を
定
め
て
お
り
、
Ｗ
Ａ

Ｒ
Ｐ
で
は
日
本
中
の
自
治
体
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
集
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
に
掲
載
さ
れ
た
観

光
地
や
名
産
品
の
写
真
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
で
実
際
に
現
地
に
足
を
運

べ
ず
や
き
も
き
す
る
私
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
旅

行
気
分
を
味
わ
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

私
は
２
０
２
０
年
４
月
に
入
館
し
た
た
め
、

新
規
採
用
職
員
研
修
最
終
日
に
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
、
着
任
し
て
い
き
な
り
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
と
い
う
経
験
を
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も

コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
私
が
確
認
し
公
開

し
て
き
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、「
県
を
ま
た

ぐ
移
動
は
控
え
て
く
だ
さ
い
」「
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
始
ま
り
ま
す
」
な
ど
、
私
た
ち
が
経
験
し

た
コ
ロ
ナ
禍
の
貴
重
な
記
録
も
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。
現
在
は
も
ち
ろ
ん
、
い
つ
の
日
か
「
そ
う

い
え
ば
そ
ん
な
時
代
も
あ
っ
た
ね
」
と
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
る
未
来
で
も
、
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
は

「
今
」
を
伝
え
る
語
り
手
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
関
西
館 

電
子
図
書
館
課　

ひ
や
む
ぎ
）

今を記録し、未来に伝える同じページの他の日のものに飛ぶこ
ともできます

2020年3月3日

2020年3月4日

WARPで収集した国立国会図書館ホームページ

Time Warp!?
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今
ど
ん
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

調
査
及
び
立
法
考
査
局（
以
下「
調
査
局
」）

は
、
国
会
議
員
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

調
査
研
究
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
の
政
治
議
会
課
で
政
党
関
連
の
調
査
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
調
査
局
の
仕
事
は
依

頼
調
査
と
、
国
政
課
題
の
調
査
研
究
の
二

つ
の
柱
が
あ
る
わ
け
な
ん
で
す
け
ど
、
政

治
議
会
課
は
そ
の
名
の
通
り
政
治
分
野
、

つ
ま
り
、
議
会
、
選
挙
、
政
党
、
内
閣
な

ど
に
つ
い
て
所
掌
す
る
課
で
、
政
党
担
当

は
政
党
関
連
の
ほ
か
、
政
治
事
情
、
政
治

一
般
、
政
治
資
金
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。 

主
要
政
党
の
変
遷
と
い
っ
た
論
文
を
書
か

れ
て
い
ま
す
ね
。
調
査
依
頼
と
し
て
は
ど

ん
な
も
の
が
来
る
ん
で
す
か
？

政
党
に
関
す
る
も
の
な
ら
、
過
去
の
政
党

の
変
遷
が
図
に
な
っ
た
よ
う
な
も
の
が
な

い
か
、
っ
て
い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
あ

と
は
、
最
近
の
事
情
は
ど
う
か
。
特
に
政

党
の
合
併
、
離
合
集
散
が
あ
っ
た
と
か
、

そ
ろ
そ
ろ
あ
り
そ
う
だ
、
と
い
う
時
に
は

よ
く
依
頼
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
外
国
の

政
治
事
情
。
ほ
か
の
課
の
所
掌
だ
と
対
応

す
る
行
政
省
庁
が
あ
る
こ
と
が
多
い
ん
で

す
け
ど
、
政
治
議
会
課
の
所
掌
は
あ
ま
り

担
当
す
る
省
庁
が
な
い
ん
で
す
。

そ
れ
は
調
査
局
の
強
み
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
ね
。
佐
藤
さ
ん
と
い
う
と
長
ら
く

選
挙
担
当
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
。

11
年
半
選
挙
担
当
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
平

成
27
年
に
政
治
議
会
課
に
復
帰
し
て
か
ら

今
の
担
当
に
な
り
ま
し
た
。
ほ
か
の
担
当

も
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
っ
て
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。

選
挙
担
当
を
外
れ
る
の
は
寂
し
か
っ
た
で

す
か
？

寂
し
い
で
す
！
（
笑
）
で
も
、
こ
の
長
い

間
の
ブ
ラ
ン
ク
を
埋
め
る
の
は
け
っ
こ
う

大
変
だ
な
と
。
各
国
の
選
挙
制
度
が
変

わ
っ
て
い
く
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
し
、
あ

と
は
一
票
の
格
差
に
つ
い
て
何
年
か
に
１

回
判
決
が
出
て
、
そ
う
い
う
の
も
追
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
新
し
い
資

料
も
出
て
く
る
し
。

そ
も
そ
も
な
ぜ
そ
ん
な
に
選
挙
が
好
き
な

ん
で
す
か
？
？

小
学
生
の
と
き
か
ら
開
票
速
報
を
見
る
の

が
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
。

小
学
生
!?

数
字
が
カ
チ
カ
チ
出
て
く
る
の
が
好
き

だ
っ
た
、
と
い
う
の
が
ま
ず
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
と
、
投
票
に
は
親
が
い
つ

も
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
て
い
た
ん
で
す

ね
。
最
近
、
投
票
率
に
は
子
ど
も
の
時
に

親
が
投
票
所
に
一
緒
に
連
れ
て
行
っ
た
か

ど
う
か
が
影
響
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
て
る
ん
で
す
よ
。
私
も
必
ず

佐藤　令
りょう

　調査及び立法考査局　政治議会課
平成 9（1997）年4月　 専門資料部　参考課　庶務係 
平成11（1999）年4月　 調査及び立法考査局　法令議会資料課　法令索引係 
平成14（2002）年4月　 調査及び立法考査局　政治議会課　 
平成25（2013）年10月　 調査及び立法考査局　調査企画課　課長補佐 
平成27（2015）年10月　 調査及び立法考査局　政治議会課

国
立
国
会
図
書
館
で
働
い
て
ま
す

no.2

Season2

小学生のときから開票
速報を見るのが好き
だったんです
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自
分
の
娘
を
連
れ
て
行
く
ん
で
す
け
ど
。

そ
う
な
ん
で
す
か
！

中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
の
選
挙
で
し
た

が
、
当
時
は
だ
い
た
い
親
の
政
治
的
傾
向

は
わ
か
っ
て
い
た
の
で
「
こ
の
人
に
入
れ

る
ん
で
し
ょ
」
っ
て
親
に
聞
い
た
ら
、「
い

や
、
そ
の
人
は
１
位
で
当
選
す
る
だ
ろ
う

か
ら
そ
の
人
以
外
に
入
れ
る
」
っ
て
。
こ

れ
っ
て
当
時
は
中
選
挙
区
制
と
い
う
、
世

界
で
も
珍
し
い
選
挙
制
度
だ
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
そ
の
制
度
な
ら
で
は
の
投
票
行
動

な
ん
で
す
ね
。
１
位
に
入
れ
た
ら
、
も
う

そ
れ
は
無
駄
に
な
る
か
ら
、
次
点
の
人
、

落
ち
る
か
も
し
れ
な
い
人
に
入
れ
る
と
い

う
風
に
考
え
が
働
く
。そ
う
い
う
こ
と
を
、

あ
、
面
白
い
な
と
中
学
生
な
が
ら
に
思
っ

て
い
ま
し
た
。

な
る
ほ
ど
…
…

今
は
衆
議
院
は
小
選
挙
区
制
中
心
に
な
り

ま
し
た
が
、
参
議
院
は
今
で
も
中
選
挙
区

制
の
よ
う
な
制
度
で
す
。
参
議
院
は
、
た

と
え
ば
東
京
都
だ
っ
た
ら
定
数
は
最
近
５

か
ら
６
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
あ
る

党
が
２
人
立
て
る
と
、
１
人
が
大
量
得
票

し
す
ぎ
ち
ゃ
っ
て
１
人
が
落
選
し
て
し
ま

う
と
か
。
政
党
の
側
も
有
権
者
の
側
も
戦

略
を
考
え
て
候
補
を
立
て
た
り
投
票
し
た

り
す
る
ん
で
す
よ
。

お
互
い
に
知
力
を
尽
く
す
わ
け
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
は
定
数
が
い
く
つ
と

か
頭
に
入
っ
て
る
ん
で
す
か
？

都
道
府
県
別
の
衆
議
院
の
小
選
挙
区
数
と

か
、
参
議
院
の
選
挙
区
定
数
と
か
、
国
政

選
挙
は
な
ん
と
な
く
は
把
握
し
て
ま
す
。

す
ご
い
！　

じ
ゃ
あ
選
挙
担
当
で
な
く

な
っ
て
も
、
開
票
速
報
は
ず
っ
と
追
っ
て

い
る
？

そ
れ
は
も
う
欠
か
さ
ず
（
笑
）。

政
党
の
話
と
テ
ン
シ
ョ
ン
違
い
ま
す
よ
ね

（
笑
）。

そ
れ
は
よ
く
言
わ
れ
ま
す
ね
（
笑
）。「
佐

藤
さ
ん
、
選
挙
の
話
に
な
る
と
生
き
生
き

し
て
く
る
」
っ
て
。

（
笑
）。
今
ま
で
に
思
い
出
深
い
依
頼
な
ど

あ
り
ま
し
た
か
？

あ
る
論
文
を
書
い
た
時
は
、
刊
行
日
の
前

日
の
夜
に
、
あ
る
党
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
会
議
に
呼
ば
れ
て
。
急
い
で
抜

き
刷
り
を
コ
ピ
ー
し
て
配
っ
て
、
話
を
し

て
。賛
成
、反
対
が
と
て
も
分
か
れ
る
テ
ー

マ
だ
っ
た
の
で
、
次
々
質
問
が
飛
ん
で
来

て
緊
張
感
あ
る
や
り
と
り
で
し
た
。

ま
た
別
の
、
あ
る
制
度
の
検
討
が
始
ま
っ

た
と
き
、い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
た
ら
、け
っ

こ
う
課
題
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の

で
、
課
題
を
整
理
し
た
記
事
を
書
い
た
ん

で
す
。
そ
の
記
事
を
議
員
さ
ん
が
読
ん

で
、
委
員
会
で
の
質
問
の
参
考
に
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
た
と
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
ね
。

原
稿
を
書
い
て
し
っ
か
り
そ
れ
を
発
表
で

き
た
と
か
、
レ
ク
チ
ャ
ー
な
り
報
告
書
の

作
成
な
り
で
依
頼
者
に
満
足
し
て
い
た
だ

け
た
、
と
い
う
の
が
日
々
の
や
り
が
い
で

す
ね
。
あ
と
は
こ
う
い
う
資
料
な
い
か
な

と
思
っ
て
、
確
証
は
な
い
け
ど
、
い
ろ
い

ろ
調
べ
て
い
た
ら
考
え
て
い
た
と
お
り
の

資
料
が
出
て
き
た
、
と
い
う
の
が
一
番
う

れ
し
い
。

昨
年
３
月
号
に
登
場
し
た
桐
原
さ
ん
も
宝

探
し
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

◆　
◆　
◆

入
館
し
た
時
は
専
門
資
料
部
参
考
課
庶
務

係
。
参
考
課
と
い
う
と
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

全
般
の
課
で
す
が
。

庶
務
の
仕
事
で
し
た
。
そ
れ
と
入
館
ゲ
ー

ト
の
お
手
伝
い
。今
は
外
部
委
託
で
す
が
。

そ
の
後
、
法
令
議
会
資
料
課
法
令
索
引
係

に
異
動
さ
れ
ま
し
た
ね
。

将
来
は
政
治
議
会
課
で
選
挙
担
当
を
希
望

し
て
い
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
同
じ
調
査
局
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の
少
し
大
き
い
課
で
の
業
務
を
経
験
し
ま

し
た
。

も
と
も
と
大
学
で
は
政
治
学
を
？

政
治
学
専
攻
で
は
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
ゼ

ミ
で
選
挙
関
係
に
強
い
ゼ
ミ
に
入
ろ
う
と

思
っ
た
の
に
、入
れ
な
く
て（
苦
笑
）。じ
ゃ

あ
公
務
員
試
験
の
講
座
で
も
受
け
る
か
と

思
っ
て
。
国
政
選
挙
し
か
興
味
な
か
っ
た

の
で
、
就
職
先
と
し
て
は
衆
議
院
と
参
議

院
だ
ろ
う
、
と
。
で
、
案
内
を
見
て
い
た

ら
、
図
書
館
も
あ
る
ん
だ
、
じ
ゃ
あ
一
緒

に
受
け
る
か
っ
て
（
笑
）。

じ
ゃ
あ
法
律
は
や
っ
た
こ
と
な
か
っ
た
？

法
律
は
全
然
。
法
令
議
会
資
料
室
（
現
在

の
議
会
官
庁
資
料
室
）
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に

出
て
、法
令
議
会
資
料
を
案
内
し
た
の
で
、

そ
れ
は
今
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

念
願
の
政
治
議
会
課
に
異
動
で
き
た
時
は

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

政
治
議
会
課
に
は
長
年
に
わ
た
る
選
挙
関

係
の
調
査
の
大
き
な
蓄
積
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
積
み
重
ね
が
あ
る
か
ら
論
文
も

書
き
や
す
い
し
、
刊
行
物
が
信
頼
し
て
も

ら
え
る
、
使
っ
て
も
ら
え
る
ん
だ
と
思
い

ま
す
。

調
査
企
画
課
の
課
長
補
佐
に
な
っ
た
の

は
、
調
査
局
の
業
務
の
全
体
を
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

総
括
と
企
画
担
当
の
補
佐
が
い
て
、
私
は

企
画
担
当
で
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の

調
査
や
議
員
要
望
調
査
と
い
っ
た
こ
と
の

ロ
ジ
を
い
ろ
い
ろ
勉
強
で
き
ま
し
た
。
１

年
間
、
こ
う
い
う
流
れ
で
計
画
が
立
て
ら

れ
て
、
そ
れ
で
執
行
し
て
評
価
が
こ
う

な
っ
て
、
と
い
う
。

◆　
◆　
◆

ミ
ッ
フ
ィ
ー
が
お
好
き
と
聞
き
ま
し
た

が
、
い
つ
頃
か
ら
？

入
館
し
た
年
で
す
ね
。
係
に
ミ
ッ
フ
ィ
ー

が
好
き
な
人
が
多
く
て
、
い
ろ
い
ろ
な

グ
ッ
ズ
が
置
い
て
あ
っ
た
ん
で
す
よ
、
事

務
室
に
。「
あ
、
可
愛
い
な
」
と
思
っ
て
。

ミ
ッ
フ
ィ
ー
好
き
が
縁
で
結
婚
に
至
っ
た

と
う
か
が
っ
て
ま
す
。
そ
れ
で
作
者
の

デ
ィ
ッ
ク
・
ブ
ル
ー
ナ
さ
ん
に
オ
ラ
ン
ダ

ま
で
会
い
に
行
っ
た
と
か
!?

ブ
ル
ー
ナ
さ
ん
に
は
、
結
婚
の
前
に
「
か

く
か
く
し
か
じ
か
で
ブ
ル
ー
ナ
さ
ん
の
お

か
げ
で
結
婚
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
、

あ
り
が
と
う
」
と
い
う
手
紙
を
出
そ
う
と

思
っ
て
。
た
だ
手
紙
は
書
け
て
も
、
じ
ゃ

あ
住
所
を
ど
う
す
る
ん
だ
っ
て
。
当
時
、

参
考
図
書
室（
現
在
の
人
文
総
合
情
報
室
）

で
探
し
た
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
芸
術
家
名
鑑

み
た
い
な
の
が
あ
っ
て
ブ
ル
ー
ナ
さ
ん
の

ア
ト
リ
エ
の
住
所
が
出
て
た
ん
で
す
よ
！　

で
、
出
し
た
ら
返
事
が
来
た
。

返
事
が
来
る
と
こ
ろ
が
す
ご
い
！　

参
考

図
書
室
を
使
っ
た
っ
て
い
う
の
も
い
い
！

そ
う
そ
う
。
新
婚
旅
行
で
当
然
オ
ラ
ン
ダ

に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
。
本
だ
か
ネ
ッ
ト

だ
か
で
、
ブ
ル
ー
ナ
さ
ん
が
毎
朝
寄
る
喫

茶
店
の
名
前
を
み
つ
け
て
。
１
回
行
っ
て

じ
ろ
じ
ろ
見
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
ら
し
き

人
が
い
な
く
っ
て
。
店
長
さ
ん
み
た
い
な

人
に
聞
い
た
ら
、
今
日
も
う
帰
っ
た
よ
、

明
日
の
８
時
の
開
店
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
っ

て
。

次
の
日
早
起
き
し
て
、
２
人
で
ミ
ッ

フ
ィ
ー
ト
レ
ー
ナ
ー
を
着
て
喫
茶
店
か
ら

ち
ょ
っ
と
離
れ
た
と
こ
ろ
で
「
来
な
い
か

な
～
」
と
思
っ
て
見
て
い
た
ら
、
向
こ
う

か
ら
自
転
車
で
ブ
ル
ー
ナ
さ
ん
が
！　
し

か
も
喫
茶
店
に
寄
ら
な
い
で
ま
っ
す
ぐ

こ
っ
ち
に
来
て
。

え
え
!?

喫
茶
店
の
人
か
ら
聞
い
て
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
思
う
ん
で
す
よ
。
日
本
か
ら

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
の
が
来
て
い
る
か
ら

話
聞
い
て
や
ん
な
よ
、
み
た
い
な
（
笑
）。

「
今
は
時
間
な
い
け
ど
、
１
時
間
後
に
ア

ト
リ
エ
に
来
ら
れ
る
か
」
っ
て
。

や
さ
し
い
！

そ
れ
で
「
わ
か
り
ま
し
た
、
行
き
ま

す
！
」
っ
て
言
っ
て
。
そ
の
住
所
を
頼
り

に
行
っ
て
、
１
時
間
く
ら
い
お
話
し
し
ま

し
た
。
そ
の
時
の
思
い
出
は
宝
物
で
す
。

お
家
は
ミ
ッ
フ
ィ
ー
だ
ら
け
？

天
袋
に
し
ま
っ
て
る
の
も
多
い
で
す
け



19 国立国会図書館月報 727号 2021.11

ど
、
ま
あ
グ
ッ
ズ
は
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、

最
近
娘
も
だ
い
ぶ
好
き
に
な
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

最
初
は
好
き
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
で
す
か
？

今
小
学
２
年
生
な
ん
で
す
が
、
無
表
情
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
に
は
そ
も

そ
も
あ
ん
ま
り
受
け
が
よ
く
な
い
ん
で
す

よ
。
ブ
ル
ー
ナ
さ
ん
、
子
ど
も
の
た
め
に

描
い
て
い
る
ん
で
す
け
ど
ね
（
笑
）。
今

は
親
に
付
き
合
っ
て
く
れ
て
ま
す
（
笑
）。

じ
ゃ
あ
趣
味
は
選
挙
と
ミ
ッ
フ
ィ
ー
っ
て

感
じ
で
す
か
。

週
末
の
過
ご
し
方
は
、家
族
で
イ
オ
ン
か
、

ら
ら
ぽ
ー
と
に
行
く
。

え
？

私
、
中
学
の
時
か
ら
一
人
旅
が
好
き
で
、

一
人
旅
を
す
る
と
き
に
困
る
の
が
食
事
。

中
学
生
が
行
き
や
す
い
の
が
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
フ
ー
ド
コ
ー
ト
だ
っ
た
ん

で
す
よ
ね
。
そ
れ
で
、
一
番
楽
し
く
な
る

の
が
ジ
ャ
ス
コ
（
現
イ
オ
ン
）
だ
っ
た
ん

で
す
。
感
覚
的
な
も
の
で
、
空
間
と
か
、

値
下
げ
額
の
設
定
の
仕
方
と
か
。

数
字
出
て
き
ま
し
た
。
え
ー
っ
と
、
そ
れ

は
一
人
旅
の
延
長
を
今
も
ご
家
族
で
、
と

い
う
こ
と
で
す
か
ね
。

そ
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
ね
。あ
と
最
近
は
、

平
日
の
ラ
ン
チ
で
一
人
で
遠
く
に
行
く
の

が
楽
し
み
で
す
。
昼
休
み
１
時
間
の
中
で

の
往
復
で
す
が
で
き
る
だ
け
遠
く
ま
で
行

こ
う
と
思
っ
て
。
こ
れ
も
一
人
旅
の
延
長

で
す
ね
。

◆　
◆　
◆

今
後
、
国
立
国
会
図
書
館
は
ど
う
あ
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
か
。

あ
や
し
い
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
が
い
ろ
い

ろ
あ
る
中
で
、
国
立
国
会
図
書
館
が
発
信

す
る
内
容
が
信
頼
に
値
す
る
、
と
一
層

思
っ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
な
、
と
。

選
挙
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
特

に
投
票
率
が
気
に
な
り
ま
す
。

さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
親
の
行
動
は
す
ご

く
大
切
な
こ
と
で
。
あ
と
は
、
自
分
の
努

力
で
ど
う
な
る
も
の
で
も
な
い
ん
で
す
け

ど
、
相
関
関
係
が
強
い
の
が
投
票
所
ま
で

の
距
離
。

そ
う
な
ん
で
す
か
!

あ
る
時
、
市
の
中
で
投
票
率
が
一
番
高

か
っ
た
投
票
区
が
あ
っ
て
、
そ
こ
は
タ
ワ

マ
ン
の
集
会
所
が
投
票
所
に
な
っ
て
い
た

ん
で
す
よ
。
で
も
３
年
後
の
地
方
選
挙
で

投
票
所
を
少
し
離
れ
た
所
に
変
更
し
た
ら

市
の
中
で
も
最
下
位
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
例
が
あ
る
ん
で
す
。
距

離
っ
て
思
っ
た
以
上
に
影
響
が
大
き
い
ん

で
す
よ
。
最
近
、
地
方
で
は
投
票
所
を
削

減
す
る
流
れ
な
ん
で
す
が
、
そ
れ
だ
と
投

票
率
は
下
が
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

単
純
な
こ
と
だ
け
ど
、
一
人
じ
ゃ
改
善
で

き
な
い
で
す
ね
。

子
ど
も
を
連
れ
て
行
く
の
は
で
き
ま
す
け

ど
ね
。
こ
の
前
の
選
挙
の
帰
り
道
、
娘

が
「
私
は
行
く
の
嫌
だ
な
」
と
か
言
っ
て

い
た
か
ら
、
こ
れ
か
ら
10
何
年
か
け
て
説

得
し
て
い
か
な
く
ち
ゃ
と
思
い
ま
し
た

（
笑
）。
政
治
参
加
の
い
ろ
ん
な
手
段
の
中

の
一
番
や
り
や
す
い
行
動

が
投
票
で
す
か
ら
ね
。

や
り
や
す
い
け
ど
行
か
な

い
人
が
い
る
の
は
な
ぜ
な

ん
で
し
ょ
う
。

政
治
学
で
は
自
分
の
投
票

し
た
こ
と
の
「
効
用
」
と

言
い
ま
す
。
一
票
差
で
当

落
が
決
ま
っ
た
ら
、
自
分

の
票
が
一
番
効
用
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う

な
ら
な
い
限
り
は
意
味
が
な
い
わ
け
で
す

よ
、
ド
ラ
イ
に
考
え
る
と
。
そ
れ
に
比
べ

て
、
行
く
た
め
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
プ

ラ
ス
義
務
感
と
い
う
要
素
。
効
用
と
コ
ス

ト
と
義
務
感
を
比
較
し
て
、
コ
ス
ト
の
方

が
低
い
、
た
と
え
ば
投
票
所
が
近
か
っ
た

ら
、
効
用
が
少
な
く
て
も
行
く
、
と
な
る

わ
け
で
す
よ
。

そ
の
３
つ
の
兼
ね
合
い
な
ん
で
す
ね
。
そ

う
い
う
有
権
者
の
行
動
も
ま
た
選
挙
好
き

と
し
て
は
興
味
深
い
わ
け
で
す
ね
。

そ
う
で
す
ね
、
選
挙
の
こ
と
は
い
つ
も
心

に
あ
り
ま
す
（
笑
）。

オランダのユトレヒト、ブルーナさん御用達の喫茶店の前で、ミッフィーの口のバッテン
を真似して記念撮影。
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パ
ン
ケ
ー
キ
ア
イ
ス
を
ご
存
知
だ
ろ
う

か
。
ス
イ
ー
ツ
で
は
な
く
、
氷
の
種
類
で
あ

る
。
氷
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
ハ
ス
の
葉
状
に

ふ
ち
が
ま
く
れ
、
ほ
ぼ
円
形
に
な
っ
た
も
の

を
い
う
。
な
ん
だ
か
美
味
し
そ
う
な
名
前
だ

が
、
氷
が
浮
か
ぶ
海
を
進
む
船
に
は
脅
威
と

な
る
。
氷
に
よ
っ
て
船
体
や
舵
な
ど
が
損
傷

す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。
そ
ん
な
危
険

に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
、
指
南
し
て
く
れ
る

の
が
本
書
で
あ
る
。

　

本
書
の
内
容
は
前
編
・
後
編
に
分
か
れ
て

お
り
、
船
員
や
海
の
仕
事
を
目
指
す
人
の
た

め
に
、
北
極
海
航
路
を
利
用
す
る
際
の
基
礎

知
識
を
解
説
し
て
い
る
。
北
極
海
航
路
と

は
、
北
極
海
を
通
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア

を
結
ぶ
最
短
の
海
上
ル
ー
ト
で
あ
る
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
日
本
へ
向
か
う
場
合
、
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
の
南
を
進
む
航
路
に
比
べ
、
３
割

ほ
ど
距
離
を
縮
減
で
き
る
。
氷
に
閉
ざ
さ
れ

た
険
し
い
航
路
の
た
め
利
用
す
る
商
船
は
少

な
か
っ
た
が
、
近
年
、
氷
の
減
少
や
環
境
の

整
備
等
に
よ
り
利
用
が
増
加
し
注
目
を
集
め

て
い
る
。

　

前
編
で
は
北
極
海
航
路
の
歴
史
や
地
理
、

気
象
等
の
基
本
情
報
が
説
明
さ
れ
る
。
北
極

海
と
い
う
と
、
吹
雪
と
冷
た
く
澄
ん
だ
空
気

を
想
像
し
が
ち
だ
が
、
実
際
は
異
な
る
こ
と

が
明
か
さ
れ
る
。
周
辺
の
気
温
は
夏
に
は
プ

ラ
ス
５
～
10
度
ま
で
上
昇
し
、
春
先
に
は
ス

モ
ッ
グ
が
発
生
す
る
な
ど
、
気
候
変
動
や
大

気
汚
染
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
て
い
る
。

そ
も
そ
も
北
極
海
航
路
の
活
用
が
進
ん
だ
の

は
地
球
温
暖
化
に
よ
る
氷
の
減
少
が
大
き
な

要
因
の
一
つ
で
あ
り
、
産
業
の
発
展
と
環
境

保
全
の
両
立
の
問
題
を
知
る
一
端
と
な
る
。

　

後
編
は
架
空
の
貨
物
船
に
お
け
る
14
日
間

の
航
海
日
誌
で
あ
る
。
新
人
操
舵
手
を
主
人

公
に
、
役
割
を
分
担
し
連
携
を
取
る
船
員
の

姿
が
描
か
れ
、
プ
ロ
の
仕
事
ぶ
り
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
一
歩
間
違
え
れ
ば
命
の

危
険
に
な
り
か
ね
な
い
、
実
践
経
験
と
専
門

知
識
が
物
を
言
う
仕
事
で
あ
る
。

　

本
書
の
合
間
に
は
北
極
海
に
関
す
る
コ
ラ

ム
が
多
数
ち
り
ば
め
ら
れ
、
一
般
人
に
と
っ

て
も
気
軽
に
読
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

体
を
温
め
る
健
康
法
や
料
理
、
緊
急
時
の
食

糧
調
達
法
な
ど
、
北
極
海
で
の
生
活
は
興
味

深
い
。雑
学
的
に
思
え
る
こ
れ
ら
の
情
報
も
、

実
際
に
航
海
を
す
る
者
に
と
っ
て
、
い
ざ
と

い
う
時
に
役
立
つ
重
要
な
知
識
だ
ろ
う
。
近

年
、
北
極
海
航
路
の
利
用
が
増
加
し
て
い
る

も
の
の
、
日
本
の
実
務
経
験
者
は
少
な
く
、

本
書
は
先
人
の
知
恵
を
共
有
す
る
一
助
に

な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
本
書
に
は
北
極
海
の
風
景
や
生
物

の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
深
い
藍
色
の

海
や
一
面
に
広
が
る
氷
塊
、
氷
を
割
っ
て
進

む
船
な
ど
、
壮
大
な
景
色
が
見
ら
れ
る
。
気

軽
に
遠
方
へ
出
か
け
る
こ
と
が
難
し
い
昨
今

だ
が
、
本
書
を
読
め
ば
、
ち
ょ
っ
と
し
た
冒

険
気
分
が
味
わ
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

で
は
、
最
後
に
ク
イ
ズ
を
ひ
と
つ
。
熟
練

し
た
船
員
は
、
雲
の
色
の
微
妙
な
変
化
か
ら

氷
が
現
れ
る
兆
候
を
感
じ
取
る
そ
う
で
あ

る
。
海
上
の
氷
を
反
射
し
た
雲
は
何
色
に
見

え
る
だ
ろ
う
か
。
答
え
が
気
に
な
る
方
は
、

ぜ
ひ
本
書
を
開
い
て
み
て
ほ
し
い
。

（
金
子 

捺
美
）

北極海航路ハンドブック
北極海航路ハンドブック検討委員会 編
日本海難防止協会
2015.3　26cm
<請求記号 DK147-L4>

※本書は日本海難防止協会ホームページで PDFが閲覧可能です。
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１
９
２
０
年
代
に
図
書
館
が
増
え
る

　

図
書
館
は
、
明
治
維
新
後
に
ま
ず
は

京
都
や
東
京
と
い
っ
た
都
市
部
に
成
立
し

た
。
そ
の
後
、
府
県
立
や
、
私
立
、
市
立

の
図
書
館
が
現
れ
て
く
る
。
20
世
紀
に
な

る
と
、
日
露
戦
争
（
１
９
０
４
‐
５
）
後

の
内
務
省
が
主
導
し
た
地
方
改
良
運
動

や
、
文
部
省
に
よ
る
通
俗
教
育
（
現
在
の

社
会
教
育
）
の
推
進
を
背
景
に
、
大
正
天

皇
の
即
位
礼
（
１
９
１
５
）
を
記
念
す
る

例
も
含
め
て
、
青
年
団
や
市
町
村
、
篤
志

家
等
に
よ
っ
て
図
書
館
が
多
数
設
立
さ
れ

た
。

　

図
書
館
の
数
は
、『
日
本
統
計
年
鑑
』

に
よ
る（

１
）と
、
１
９
１
１
年
に
４
４
５
（
う

ち
私
立
２
８
０
）
館
、
１
９
２
１
年
に

２
、０
５
５
（
う
ち
私
立
８
２
６
）
館
、

１
９
３
１
年
に
は
４
、６
０
９
（
う
ち
私

立
１
、３
４
３
）
館
と
、
急
速
に
増
え
て

い
る
。
文
部
省
の
調
査
で
は
、
１
９
３
１

年
４
月
１
日
現
在
、
４
、３
０
０
館
あ
る

図
書
館
の
多
く
は
小
規
模
な
図
書
館
で
、

蔵
書
数
が
１
、０
０
０
冊
未
満
の
図
書
館

が
３
、０
８
５
館
、
１
、０
０
０
以
上
５
、

０
０
０
冊
未
満
は
９
５
０
館
で
あ
り（

２
）、
運

営
主
体
か
ら
見
る
と
村
立
図
書
館
が
２
、

３
５
８
館
で
あ
っ
た（

３
）。

　

明
治
末
か
ら
文
部
省
は
、
小
規
模
な
図

書
館
の
増
設
を
推
進
し
て
お
り
、
そ
れ
を

受
け
て
県
に
よ
る
設
置
の
促
進
や
補
助
が

行
わ
れ
た
。
図
書
館
で
実
務
を
リ
ー
ド
し

て
い
た
山
中
樵き

こ
り（
新
潟
県
立
図
書
館
勤

務
、
後
に
館
長
）
は
、
１
９
１
９
年
に
小

規
模
図
書
館
を
小
学
校
に
付
設
し
て
適
切

に
経
営
・
維
持
さ
れ
れ
ば
読
書
に
有
益
で

村
に
あ
っ
た
図
書
館
の
蔵
書
目
録

鈴
木 

宏
宗

国
立
国
会
図
書
館
に
な
い
本
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A、Cは左ページの『呉竹文庫図書目録』に掲載された写真。
B、D は現在の呉竹文庫。
出典：白山ミュージアムポータルサイトより　http://www.
hakusan-museum.jp/kuretake/introduction/

あ
る
と
、
そ
の
意
義
を
述
べ（
４
）、
実
際
に
新

潟
県
内
で
各
種
図
書
館
事
業
の
ひ
と
つ
と

し
て
推
進
し
た（

５
）。
現
在
と
違
っ
て
、
小
学

校
に
（
学
校
図
書
館
で
は
な
く
）
小
規
模

な
公
共
図
書
館
を
設
け
る
こ
と
は
、
東
京

市
を
含
め
て
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
。
和

田
万
吉
（
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
長
）

は
、
１
９
２
２
年
４
月
に
開
催
の
全
国
図

書
館
大
会
で
「
図
書
館
運
動
の
第
二
期
」

と
題
す
る
講
演
を
行
い
、
各
地
の
小
図
書

館
の
貧
弱
さ
を
憂
え
な
が
ら
、
そ
の
充
実

を
訴
え
て
い
る（

６
）。
後
年
、
図
書
館
史
で
は
、

こ
の
時
期
に
つ
い
て
は
「
国
民
教
化
」
と

貧
弱
な
図
書
館
の
時
代
と
否
定
的
に
言
及

さ
れ
る（

７
）こ

と
も
あ
る
一
方
で
、「
図
書
館
」

と
い
う
施
設
が
国
内
に
こ
れ
だ
け
多
く
存

在
し
た
こ
と
自
体
が
、
図
書
館
を
広
く
認

識
さ
せ
る
意
味
を
帯
び
た
の
で
は
な
い
か（

８
）

と
の
指
摘
も
あ
る
。
こ
の
時
期
に
増
え
た

小
規
模
な
図
書
館
の
活
動
を
知
る
こ
と
は

現
代
の
我
々
に
も
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う
。

村
に
あ
っ
た
図
書
館
の
目
録

　

図
書
館
の
活
動
を
知
る
に
は
、
そ
こ

で
作
成
さ
れ
た
文
書
資
料
や
雑
誌
、
新
聞

の
記
事
が
役
に
立
つ
。
さ
ら
に
、
蔵
書

の
構
成
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
そ
の
図

書
館
の
方
針
を
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。

１
９
２
０
年
代
に
所
在
地
が
○
○
村
（
行

政
区
画
の
村
）
に
あ
っ
た
図
書
館
の
目
録

を
見
れ
ば
、
そ
の
図
書
館
の
特
色
を
部
分

的
で
は
あ
れ
、
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
。
と

は
い
う
も
の
の
、
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の

種
の
目
録
を
目
に
す
る
機
会
は
、
あ
ま
り

な
い
。

　

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
も
の
は
、
筆
者
が

た
ま
た
ま
古
書
店
に
出
た
も
の
を
別
個
に

入
手
し
た
も
の
で
、
実
際
に
多
数
存
在
し

て
い
た
蔵
書
数
１
、０
０
０
冊
未
満
の
図

書
館
に
該
当
す
る
の
は
１
冊
だ
け
で
あ

り
、
そ
れ
以
外
は
、
小
規
模
な
図
書
館
の

な
か
で
も
比
較
的
蔵
書
数
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
の
図
書
目
録
と
い
え
る
。

　

ま
た
、こ
れ
ら
は
、〝
図
書
〟
目
録
で
あ
っ

て
、
雑
誌
や
新
聞
は
収
録
の
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
た
め
、
蔵
書
の
全
体
が
わ
か
ら

な
い
の
が
、
残
念
で
あ
る
。

　

国
立
国
会
図
書
館
に
お
い
て
、
こ
の
種

の
目
録
と
し
て
、
幸
い
、
１
冊
だ
け
所
蔵

す
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
も
紹
介

し
た
い
。

A

B

C

D

http://www.hakusan-museum.jp/kuretake/introduction/
http://www.hakusan-museum.jp/kuretake/introduction/


23 国立国会図書館月報 727号 2021.11

呉
竹
文
庫
図
書
目
録

　

呉
竹
文
庫
は
、
創
設
者
で
あ
る
熊
田
源

太
郎
（
実
業
家
１
８
８
６
‐
１
９
３
５
）

の
蔵
書
を
元
に
し
た
私
立
図
書
館
で

あ
る
。
創
立
は
１
９
０
７
年
３
月
30
日

で
、
図
書
館
令
に
よ
る
創
立
年
月
日
は

１
９
１
６
年
５
月
20
日
、
本
格
的
に
活
動

を
開
始
し
た
の
は
、
１
９
２
２
年
２
月
３

日
に
財
団
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
た
前
後

と
い
う
。
１
９
３
５
年
に
創
設
者
が
亡
く

な
る
と
、
活
動
が
止
ま
っ
て
い
た（

９
）が
、
そ

の
後
、
１
９
８
９
年
に
再
興
、
当
時
所
蔵

し
て
い
た
図
書
に
つ
い
て
１
９
９
３
年
に

は
目
録（

１
０
）が
新
た
に
作
成
さ
れ
、
２
０
０
０

年
度
に
は
、
記
念
事
業
も
行
わ
れ
た

（
１
１
）。
現

在
、
そ
の
建
物
や
展
示
品
を
見
る
こ
と
が

可
能
な
文
化
施
設
と
な
っ
て
い
る

（
１
２
）（
右

ペ
ー
ジ
Ｂ
、
Ｄ
参
照
）。

　

表
紙
の
図
案
は
、
画
家
の
津
田
青
楓
に

よ
る
筆
、
鳩
山
秀
夫
（
法
学
者
）
と
大
島

熙
（
漢
学
者
）
に
よ
る
序
文
と
自
序
が
あ

り
、利
用
風
景
の
写
真
も
載
っ
て
い
る
（
右

ペ
ー
ジ
Ａ
、
Ｃ
参
照
）。
書
名
、
著
訳
編
者
、

部
、
冊
、
出
版
年
月
、
装
釘
、
版
型
、
頁

数
、
分
類
、
番
号
、
登
録
番
号
を
分
類
ご

と
に
載
せ
て
い
る
（
１
）。
収
録
件
数
も
多

く
、
読
み
物
よ
り
も
啓
蒙
書
が
多
く
、
各

種
辞
書
や
図
書
館
学
関
係
の
書
籍
も
そ
ろ

え
て
い
る
。
最
後
に
「
図
書
携
出
規
則
摘

要
」（
２
）
が
載
っ
て
お
り
館
外
へ
の
「
携

出
」
を
認
め
て
い
る
（
現
在
は
館
外
へ
の

貸
出
は
禁
止
）。

『 呉 竹 文 庫 図 書 目 録 』　1921.7　
288p；22×15cm　3,551 部収録
所在地：石川県能美郡湊村（当時）

田 中 敬 著『 図 書 館
教 育 』 同 文 館　 大
正 7 　 h t t p s : / / d o i .
org/10.11501/980513

（モノクロ画像）

国立国会図書館にある本

1

2

https://doi.org/10.11501/980513
https://doi.org/10.11501/980513
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図
書
目
録 

附
図
書
館
規
則 

山
形
図

書
館

　

表
紙
（
３
）
の
館
名
を
見
て
、
一
瞬
、

山
形
県
に
あ
る
図
書
館
か
と
思
っ
た
。
が
、

目
録
付
属
の
図
書
館
規
則
中
に
「
山
形
村
」

と
の
記
述
が
あ
り
、
同
村
の
青
年
会
長
が

館
長
を
務
め
る
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、

国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
で
は
、
刊
行
年

違
い
の
同
名
資
料
が
見
つ
か
っ
た

（
１
３
）。
そ
れ

は
県
立
長
野
図
書
館
の
所
蔵
で
、
出
版
地

が
山
形
村
で
あ
っ
た
た
め
、
長
野
県
山
形

村
と
推
測
で
き
た
。
同
県
の
過
去
に
あ
っ

た
図
書
館
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
所
在
地
と

創
立
時
期
（
１
９
２
３
年
）
が
判
明
し

た（
１
４
）。

　

目
録
部
分
で
は
書
名
と
著
者
名
を
分
類

順
に
載
せ
る
。
全
般
的
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本

を
含
み
、
講
談
本
な
ど
の
読
み
物
も
多
く

あ
る
が
、『
沙
翁
傑
作
集
』 

な
ど
全
集
類

に
つ
い
て
詳
し
め
に
載
せ
て
い
る
（
４
）。

ま
た
、
１
９
５
０
年
代
初
期
に
も
、
こ
の

図
書
館
の
蔵
書
に
つ
い
て
、「
全
集
物
を

多
く
蔵
し
て
い
る
」
の
が
特
色
と
し
て
い

る（
１
５
）。
図
書
館
規
則
に
よ
り
、
そ
の
組
織
や

利
用
方
法
が
わ
か
る
。

シエークスピ ヤ 著、 坪
内 逍 遥 訳『 沙 翁 傑 作
集 第 18 編（ 十 二 夜 ）』
早 稲 田 大 学 出 版 部　 大
正 10　https ://do i .
org/10.11501/979386

（モノクロ画像）

国立国会図書館にある本

『図書目録 附図書館規則 山形図書館 大
正十四年五月』［1925］40p；22.5×
15cm　1,089 冊収録
所在地：長野県東筑摩郡山形村

3

4

https://doi.org/10.11501/979386
https://doi.org/10.11501/979386
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図
書
総
目
録 

北
平
田
村
図
書
館

　

北
平
田
村
図
書
館
の
概
要
を
含
む
報
告
（
１
６
）

が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
次
の
こ
と
が
わ
か

る
。
１
９
０
８
年
に
山
形
県
の
北
平
田
村

青
年
会
の
事
業
と
し
て
設
立
、
１
９
２
０

年
４
月
に
北
平
田
村
に
移
管
さ
れ
て
村
立

図
書
館
と
な
り
、
北
平
田
小
学
校
の
一
室

に
置
か
れ
、
山
形
県
内
で
そ
れ
な
り
に
活

発
で
模
範
的
経
営
と
評
価
さ
れ
、
館
外
へ

の
貸
出
を
主
と
し
、目
録
は
小
学
生
を
使
っ

て
各
戸
に
配
布
し
て
い
た
。

　

右
上
に
穴
（
５
）
が
あ
り
、
紐
を
通

し
て
つ
り
さ
げ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
巻
末
に
は
本
を
取
り
扱
っ
て
い
る
商

店
（
酒
田
町
）
の
広
告
が
載
っ
て
い
る
。

本
文
に
は
書
名
、
著
訳
者
名
、
冊
数
を
載

せ
る
。
読
み
物
、
農
業
関
係
、
家
庭
関
係

が
多
い
。
書
名
の
上
に
△
の
印
を
書
き
込

ん
だ
も
の
が
あ
る
（
６
）。
幸
い
な
こ
と

に
そ
の
意
味
を
説
明
す
る
ガ
リ
版
刷
り
の

紙
（
７
）
が
挟
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
△
は
行
方
不
明
を
示
し
て
お
り
、
ど

の
よ
う
な
も
の
か
が
わ
か
る

（
１
７
）。『
自
来
也
・

石
川
五
右
衛
門
』（
博
文
館
、
１
９
１
７
）

と
い
っ
た
講
談
本
、
農
業
に
関
連
す
る
図

書
や
実
用
書
が
、
行
方
不
明
と
な
っ
て
い

る
。

（右）桃川燕玉 講演、今村次郎 編『自来也・石
川五右衛門 ( 長篇講談 第 18 編）』博文館　大
正6　https://doi.org/10.11501/907216（モ
ノクロ画像）

（左）農業に関連する図書の一例。八鍬儀七
郎 著『養鶏学』成美堂　明 39　https://doi.
org/10.11501/842120（モノクロ画像）

国立国会図書館にある本

『図書総目録 北平田村図書館 昭和二
年 七 月現 在 』［1927］23p；23.5×
16cm　1,232 冊収録
所在地：山形県飽海郡北平田村

56

7

https://doi.org/10.11501/907216
https://doi.org/10.11501/842120
https://doi.org/10.11501/842120
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饒に
ぎ
し石
文
庫
図
書
目
録　

　

饒
石
文
庫
は
、
中
橋
和
之
（
官
僚

１
８
５
４
‐
１
９
２
７
）
が
、
１
８
７
５

年
12
月
に
創
立
、
１
９
０
２
年
に
は
財
団

法
人
化
さ
れ
、
そ
の
頃
は
多
く
利
用
者
が

来
て
い
た
と
い
う
。
１
９
６
６
年
に
財
団

法
人
が
解
散
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
蔵
書

が
石
川
県
立
図
書
館
に
入
り
、
１
９
９
１

年
に
は
同
図
書
館
で
そ
の
目
録
も
刊
行
さ

れ
た

（
１
８
）。

　

１
９
２
８
年
１
月
現
在
の
目
録
（
８
）

に
は
、
書
名
と
稀
に
著
者
名
、
冊
数
を
載

せ
て
い
る
。
こ
の
年
に
な
っ
て
創
立
後
初

め
て
刊
行
さ
れ
た
目
録
で
、
そ
の
版
面
は

子
持
ち
罫
（
二
重
の
枠
）
に
囲
ま
れ
て
お

り
古
風
な
感
じ
を
受
け
る
（
９
）。
和
本
や

明
治
期
の
刊
行
物
な
ど
当
時
と
し
て
も
古

い
本
が
多
く
、
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
事
典
と

い
っ
た
洋
書
や
地
図
も
あ
る
。

図
書
目
録 

温
明
図
書
館

　

所
在
地
の
記
載
が
な
い
（
10
）
が
、
目

録
の
「
閲
覧
及
貸
出
に
つ
い
て
」（
11
）
に

「
小
学
校
」の
文
字
が
あ
り
、「
温
明
」と「
小

学
校
」
で
調
べ
て
み
る
と
、
該
当
す
る
学

校
が
長
野
県
に
あ
っ
た
。
同
県
の
図
書
館

を
探
し
て
み
る
と
、
１
９
２
４
年
４
月
設

立（
１
９
）、

温
明
小
学
校（

２
０
）の

付
属
で
あ
っ
た
。
同

小
学
校
の
日
誌
（
１
９
２
３
年
11
月
27
日
）

に
は
「
温
明
図
書
館
書
籍
購
入
選
定
委
員

会
を
ひ
ら
く
」
と
の
記
載
が
あ
る

（
２
１
）。

　

目
録
は
小
ぶ
り
で
、
書
名
と
著
訳
者
を

掲
載
。「
閲
覧
及
貸
出
に
つ
い
て
」
で
は
、

目
録
の
希
望
者
へ
の
配
布
と
、
館
外
貸
出

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
産
業
や

農
業
関
係
、
実
用
書
が
少
な
く
、
文
学
、

講
談
を
含
め
て
読
み
物
や
、
全
集
が
目
に

と
ま
る
（
12
）。

図
書
目
録 

村
立
畑
野
図
書
館

　

こ
れ
ま
た
所
在
地
の
記
載
は
な
い
が
、

表
紙
に
「
村
立
」
と
あ
る
（
13
）
の
で
、「
畑

野
村
」
で
探
す
と
京
都
と
新
潟
に
存
在
し

た
。
目
録
に
は
、
佐
渡
や
新
潟
県
農
会
の

出
版
物
が
載
り
、
末
尾
に
（
河
原
田
岩
見

印
行
）と
記
載
が
あ
っ
た（
14
）。河
原
田（
佐

渡
の
地
名
）
の
「
岩
見
」
が
印
刷
し
た
こ

と
を
意
味
し
、
同
地
に
「
岩
見
印
刷
」
が

存
在
し
た
こ
と
も
確
認
で
き
た

（
２
２
）。
当
時
よ

り
少
し
後
の
文
献
を
見
る
と
、
１
９
２
８

年
９
月
設
立（

２
３
）で
、
所
在
地
が
畑
野
小
学
校

で
あ
っ
た

（
２
４
）。
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は

不
詳
。

　

目
録
は
、
小
ぶ
り
で
、
分
類
ご
と
の
番

『饒石文庫図書目録 昭和参年壹
月現 在 』［1928］100p；22.5
× 15cm　1,133 件、4,208 点
収録
所在地：石川県鳳至郡剱地村

8

9
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号
、
書
名
、
著
者
名
、
冊
数
を
載
せ
る
。

講
談
類
は
あ
ま
り
な
く
、『
漢
書
評
林
』

と
い
っ
た
漢
籍
類
や
、
農
業
関
係
も
そ
れ

な
り
に
あ
り
、
佐
渡
関
係
の
書
物
も
、
ち

ら
ほ
ら
と
収
録
し
て
い
る
。

『図書目録 温明図書館 昭和三年三月』
［1928］22p；18.5 × 13cm　627
冊収録
所在地：長野県南安曇郡明成村

『図書目録 村立畑野図書館 昭和五
年 五 月末 調 』［1930］29p；19×
13cm　845 部、1,685 冊収録
所在地：新潟県佐渡郡畑野村

10

12

13

14

11
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桜お
う
ほ圃
寺
内
文
庫
図
書
目
録

　
寺
内
正
毅
（
陸
軍
大
将
・
首
相
１
８
５
２

‐
１
９
１
９
、
桜
圃
は
雅
号
）
に
よ
っ
て

基
礎
が
つ
く
ら
れ
、
息
子
の
寿
一
（
陸
軍

大
将
１
８
７
９
‐
１
９
４
６
）
に
よ
っ
て

創
立
さ
れ
た
私
立
図
書
館
。
１
９
２
２
年

２
月
５
日
開
館
。
１
９
４
６
年
に
山
口
県

と
貸
借
契
約
、
１
９
５
７
年
に
同
県
（
山

口
女
子
短
期
大
学
）
に
移
管
。
現
在
は
山

口
県
立
大
学
附
属
図
書
館
に
あ
る

（
２
５
）。

　

目
録
は
国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
（
帝

国
図
書
館
旧
蔵
、
発
行
所
の
寄
贈
）
し
て

お
り
（
15
）、そ
こ
に
は
、書
名
、著
者
名
、年
、

冊
数
、分
類
、番
号
を
載
せ
て
い
る
。
後
に
、

２
０
１
３
年
に
は
、
西
暦
を
継
ぎ
足
す
な

ど
、
再
構
成
し
て
刊
行
物
に
収
録
さ
れ
て

い
る

（
２
６
）。
た
だ
、「
通
俗
図
書
ハ
一
般
閲
覧
者

ニ
開
放
シ
ア
ル
ヲ
以
テ
其
大
部
分
ノ
記
載

ヲ
省
略
」
し
て
、
比
較
的
貴
重
な
資
料
を

載
せ
て
お
り
、ど
の
よ
う
な
通
俗
図
書
（
一

般
書
）
を
持
っ
て
い
た
か
は
、
こ
の
目
録

で
は
触
れ
て
い
な
い
。
多
く
の
利
用
者
が

接
し
た
一
般
書
が
わ
か
ら
な
い
点
は
残
念
。

　

通
俗
図
書
は
、
地
元
の
利
用
者
の
た
め

で
あ
り
、
そ
れ
と
は
別
に
学
者
等
に
求
め

ら
れ
る
特
別
な
集
書
の
目
録
を
、
遠
方
に

在
っ
て
直
接
来
館
し
に
く
い
利
用
者
向
け

に
刊
行
し
た
の
は
、
図
書
館
と
し
て
一
つ

の
見
識
で
あ
る
。

比
べ
て
み
る
と

　

図
書
館
の
分
類
は
、現
在
で
あ
れ
ば
「
日

本
十
進
分
類
法
」
を
用
い
る
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
が
、
こ
の
分
類
は
１
９
２
８
年
に
森

清
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

当
時
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
で
独
自
の

分
類
を
行
っ
て
い
た
。
同
一
県
内
で
は
、

県
立
図
書
館
が
中
心
と
な
っ
て
県
内
の
図

書
館
協
会
を
設
け
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
似

通
っ
た
分
類
と
な
る
こ
と
も
多
い
。

　

呉
竹
文
庫
、
饒
石
文
庫
、
桜
圃
寺
内
文

庫
、
と
い
っ
た
個
人
が
設
立
し
た
図
書
館

の
も
の
は
、
比
較
的
、
収
録
冊
数
が
多
く
、

蔵
書
に
典
籍
や
郷
土
資
料
を
含
ん
で
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
が
「
文
庫
」
で
共

通
し
て
い
る
の
も
個
人
蔵
書
が
元
で
あ
る

た
め
で
あ
ろ
う
。

　

図
書
の
一
冊
一
冊
の
記
述
で
は
、
呉
竹

文
庫
の
も
の
が
一
番
詳
細
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
文
庫
以
外
の
図
書
館
目
録
は
、

よ
り
薄
く
、
簡
便
な
形
態
で
あ
る
。
山
形

図
書
館
と
温
明
図
書
館
の
目
録
に
は
利
用

案
内
も
載
っ
て
お
り
、
北
平
田
村
図
書
館

桜 圃 寺 内 文 庫 編『 桜 圃 寺 内 文 庫 図 書目
録』桜圃寺内文庫　大正 11　107p；16×
11cm　878 部、7,990 冊 収 録　https://
doi.org/10.11501/977433（モノクロ画像）
所在地：山口県吉敷郡宮野村

寺内正毅肖像
出典：電子展示会「近代日本
人の肖像」https://www.ndl.
go.jp/portrait/datas/137.
html

国立国会図書館にある目録
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https://doi.org/10.11501/977433
https://doi.org/10.11501/977433
https://www.ndl.go.jp/portrait/datas/137.html
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は
挟
み
込
み
に
よ
っ
て
、
館
外
貸
出
を
促

進
す
る
た
め
に
、
手
軽
に
、
見
て
も
ら
う

こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、所
蔵
図
書
に
は
、講
談
本
と
い
っ

た
、
広
く
好
ま
れ
た
読
み
物
も
う
か
が
え

る
。
た
だ
、
そ
れ
ぞ
れ
注
力
し
て
集
め
て

い
る
分
野
は
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
図
書
館
の
特
色
を
表
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、
あ
る
程
度

の
基
準
と
し
て
、
図
書
館
で
蔵
書
構
築
の

た
め
の
目
録
、
例
え
ば
群
馬
県
学
務
課
、

前
橋
市
立
図
書
館
編
『
群
馬
県
簡
易
図
書

館
標
準
目
録　

附
・
児
童
読
物
』（
煥
乎
堂
、

１
９
２
１
）（
16
）
も
存
在
し
て
い
る
。

　

呉
竹
文
庫
、
饒
石
文
庫
、
桜
圃
寺
内
文

庫
で
は
、
図
書
目
録
が
こ
の
時
に
し
か
刊
行

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
後（

１
０
）（
１
８
）（
２
５
）

世
の
調
査

に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
に
比
べ
る
と
、
他
の
図
書
館
の
も
の
は
、

こ
の
時
だ
け
の
刊
行
で
あ
っ
た
の
か
、
山

形
図
書
館
の
よ
う
に
違
う
年
次
の
も
の
も

あ
っ
た
の
か
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。

何
故
、
国
立
国
会
図
書
館
に
な
い

の
か
？

　

図
書
館
の
刊
行
し
た
蔵
書
目
録
で
あ
れ

ば
、
帝
国
図
書
館
に
は
、
そ
れ
相
応
に
集

ま
っ
て
い
る
気
が
し
た
が
、
意
外
な
こ
と

に
、こ
れ
ら
の
目
録
は
、そ
の
蔵
書
と
な
っ

て
い
な
か
っ
た
。

　

す
で
に
こ
の
連
載（
２
７
）で
も
触
れ
て
い
る
よ

う
に
、
帝
国
図
書
館
蔵
書
の
多
く
は
、
検

閲
の
た
め
に
内
務
省
が
集
め
た
図
書
で

あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
目
録
の
出
版
者
が

内
務
省
に
納
本
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

帝
国
図
書
館
に
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
、
今
回
紹
介
し
た

図
書
目
録
の
う
ち
、『
呉
竹
文
庫
図
書
目

録
』
に
し
か
奥
付
が
な
い
。
当
時
の
出
版

法
で
は
、
奥
付
が
必
須
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
省
く
と
い
う
こ
と
は
、
発
行
者
が

出
版
法
の
対
象
と
な
る
も
の
と
考
え
て
い

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際

ま
た
、
当
の
内
務
省
も
出
版
法
に
抵
触
し

な
い
も
の
で
あ
れ
ば
事
実
上
取
り
締
ま
り

を
し
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
た

（
２
８
）。
も
ち

ろ
ん
、
図
書
館
の
蔵
書
目
録
は
全
て
、
内

務
省
へ
の
納
本
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
同
省
経
由
で
、

帝
国
図
書
館
の
蔵
書
と
な
っ
て
い
る
例

（
市
立
岡
山
図
書
館 

編
『
山
田
文
庫
図
書

目
録
』
市
立
岡
山
図
書
館　

１
９
２
８
） 

（
17
）
も
あ
る
。

（ 右 ） 群 馬 県 学 務 課、 前 橋 市 立 図
書館 編『群馬県簡易図書館標準目
録　附・児童読物』煥乎堂　大正 10　
https://doi.org/10.11501/941709

（モノクロ画像）
（ 左 ） 市 立 岡 山 図 書 館 編『 山
田 文 庫 図 書 目 録 』 市 立 岡 山 図
書 館　 昭 和 3　https://doi.
org/10.11501/1178800

17
国立国会図書館にある目録

山口県立大学の正門近くにある旧寺内文庫。
出 典： 山 口 商 工 会 議 所 ホ ーム ペ ージよ
り　http://ishin150-yamaguchi.com/
spot024/

帝国図書館の受入印。
「 内 交（＝内 務 省 交
付 ）・ 昭 和 3・8・7」
とある。

16

https://doi.org/10.11501/941709
https://doi.org/10.11501/1178800
https://doi.org/10.11501/1178800
http://ishin150-yamaguchi.com/spot024/
http://ishin150-yamaguchi.com/spot024/
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内
務
省
経
由
で
来
る
こ
と
も
な
く
、
寄

贈
も
な
か
っ
た
場
合
、
帝
国
図
書
館
も
受

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
残
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ど
こ
に
残
る
か
、
そ
の
可
能
性

　

こ
の
よ
う
な
図
書
館
の
目
録
が
残
る
と

し
た
ら
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
目
録
に
掲
載

し
て
い
る
蔵
書
が
典
籍
や
貴
重
書
な
ど
一

見
し
て
文
化
財
の
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
蔵
書
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
一

緒
に
残
り
、
目
録
そ
の
も
の
も
か
え
り
み

ら
れ
や
す
い
。
桜
圃
寺
内
文
庫
は
、
朝
鮮

本
の
存
在
に
よ
っ
て
戦
後
も
関
心
を
引
き

付
け
て
き
た
。
蔵
書
中
に
地
域
の
図
書
が

あ
る
程
度
含
ま
れ
て
い
れ
ば
、『
呉
竹
文

庫
図
書
目
録
』
や
『
饒
石
文
庫
図
書
目
録
』

の
よ
う
に
地
域
資
料
、
郷
土
資
料
と
し
て
、

目
録
も
一
緒
に
遺
り
や
す
い
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
よ
り
一
般
的
な
図
書
を
載
せ

て
い
る
簡
易
な
図
書
目
録
は
ど
う
で
あ
ろ

う
。
ペ
ー
ジ
も
少
な
く
、
そ
の
目
的
も
エ

フ
ェ
メ
ラ
資
料
（
一
過
性
で
短
期
的
に
利

用
さ
れ
る
資
料
）
的
と
も
い
え
、
残
り
に

く
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
存
在
す
れ

ば
目
録
そ
の
も
の
が
地
域
資
料
と
な
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
地
域
で
の
読

書
を
め
ぐ
る
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
図
書
館
が
併
設
さ
れ
て
い
た
小

学
校
の
資
料
や
教
育
・
学
事
関
係
の
文
書

と
と
も
に
残
っ
て
い
る
可
能
性
も
高
い
よ

う
な
気
も
す
る
。

　

図
書
館
の
目
録
は
、
地
味
な
も
の
が
多

い
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
あ
る
時
期
の

そ
の
地
域
で
提
供
さ
れ
て
い
た
図
書
を
知

る
こ
と
が
で
き
て
、
重
要
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。
た
だ
、
見
た
目
が
派
手
な
も
の
で

も
な
い
の
で
、
ほ
か
に
も
ど
こ
か
に
ひ
っ

そ
り
と
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
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題

　

ヤ
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議
会
代
償
金
部
会

　

９
月
２
日
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35
回
納
本
制
度
審
議
会
お
よ
び
第
17
回
納
本

制
度
審
議
会
代
償
金
部
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
に
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委
員
12
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が
出
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年
７
月
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日
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で
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委
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の
委
嘱
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び
代
償
金
部
会
に
所
属
す
る
委
員
の

指
名
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
斎
藤
誠
委
員
が
互
選
に

よ
り
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
斎
藤
会
長
は
、
植
村
八
潮
委

員
を
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長
代
理
に
指
名
し
ま
し
た
。
ま
た
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事
務
局
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ら
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出

版
物
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況
、
有
償
等
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
制
度
収
集
開
始

に
向
け
た
方
針
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
、

質
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応
答
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ま
し
た
。

　

審
議
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催
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代
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７
名
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邨
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司
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互
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理
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９
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２
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○
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真
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野
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亮
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。
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